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も　

く　

じ

〇
「
血
液
疾
患
と
は
ど
の
よ
う
な
疾
患
か
」
を
繰
り
返
し

て
学
ぶ
こ
と
の
た
い
せ
つ
さ
。
つ
ば
さ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

セ
ミ
ナ
ー
は
そ
の
た
め
の
「
場
」
と
し
て
企
画
さ
れ
て
来

ま
し
た
。

　

慈
恵
医
科
大
の
矢
野
先
生
（
慈
恵
医
科
大
）
は
何
度
も
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
た
お
一
人
で
す
。
大
原
さ
ん
と

教
授
室
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
2
ペ
ー
ジ

〇
小
児
が
ん
治
療
後
の
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
充

実
の
た
め
に
、
拠
点
病
院
と
地
域
の
関
連
医
療
が
進
め
る

協
力
体
制
。
小
児
が
ん
医
療
は
治
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

富
澤
先
生
（
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
）
は
、
1
9
7
5
年

に
ア
メ
リ
カ
の
ダ
ン
ジ
オ
先
生
が
残
さ
れ
た
「
治
し
た
だ
け
で

は
充
分
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
今
も
重
く
受
け
止
め
て
い

る
、
と
語
り
ま
す
。
12
ペ
ー
ジ

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
中
和
抗
体
薬
・
エ
バ
シ
ェ
ル
ド

が
、
1
年
以
内
に
リ
ツ
キ
サ
ン
や
ガ
ザ
イ
バ
な
ど
等
で
治

療
を
受
け
た
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
患
者
さ
ん
ら
を
対
象
と
し

て
8
月
に
承
認
さ
れ
、
既
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ム

ブ
ル
ビ
カ
、
カ
ル
ケ
ン
ス
を
投
与
さ
れ
て
い
る
、
さ
ら
に

造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け
て
免
疫
抑
制
剤
を
投
与
中
の

方
々
な
ど
も
対
象
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

10
月
1
日
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
エ
バ
シ
ェ

ル
ド
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
魚
嶋
先
生
（
当
日
、
座
長
・

京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）
に
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
20
ペ
ー
ジ

〇
映
画
「
み
ん
な
生
き
て
い
る
〜
二
つ
目
の
誕
生
日
」
が

完
成
し
、
来
春
公
開
さ
れ
ま
す
。
監
督
の
両
沢
さ
ん
は
長

く
テ
レ
ビ
や
映
画
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
来
た
方
で
す
が
、

特
殊
な
医
療
が
テ
ー
マ
の
脚
本
を
ど
う
理
解
さ
れ
て
制
作

を
進
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
骨
髄
移
植
経
験
者
が
自
ら
演
じ
る
圧
倒
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
。

決
し
て
出
会
う
事
の
な
い
患
者
と
ド
ナ
ー
の
不
思
議
な
関
係
。

今
ま
で
に
な
い
医
療
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」
22
ペ
ー
ジ

〇
Ｃ
Ｍ
Ｌ
は
い
ま
や
長
期
闘
病
の
代
表
格
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
ど
う
疾
患
を
受
け
入
れ
、
仕
事
や
家
庭

と
の
調
和
を
考
え
て
工
夫
し
、
ど
の
よ
う
に
医
療
と
の
関

係
を
作
り
維
持
し
て
い
く
か
は
と
て
も
た
い
せ
つ
な
課
題

で
す
。

「
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
前
を
向
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
」（
宮
村
先

生
・
総
合
犬
山
中
央
病
院
）
を
、「
大
好
き
な
先
生
と
二
人
三

脚
で
闘
病
し
て
ま
す
」
と
い
う
稲
葉
さ
ん
（
い
ず
み
の
会
）
と

一
緒
に
訪
ね
ま
し
た
。
26
ペ
ー
ジ

〇
Ｍ
Ｄ
Ｓ
財
団
か
ら
共
催
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
提
案
さ
れ
、
11

月
5
日
に
Ｍ
Ｄ
Ｓ
の
疾
患
解
明
や
治
療
法
開
発
の
最
前
線

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
こ
数
年
、
在
宅
医

療
・
輸
血
を
お
こ
な
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
増
え
て
、
輸
血
が

頻
回
に
必
要
に
な
っ
た
Ｍ
Ｄ
Ｓ
患
者
さ
ん
に
恩
恵
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
Ｍ
Ｄ
Ｓ
と
い
う
疾
患
名
を
全
て
の
人
に
覚
え
て
も
ら
い
た

い
」、
そ
れ
は
き
っ
と
大
き
な
力
に
な
る
、
と
信
じ
て
Ｍ
Ｄ
Ｓ

連
絡
会
が
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
34
ペ
ー
ジ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
血
液
情
報
広
場
・
つ
ば
さ　

理
事
長　

橋
本 

明
子

巻
頭
言
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　今夏（6月 11 日）定例フォーラムで座長をお願いした矢野先生。4年前の慈
恵会医科大学 2号館をお借りしての定例フォーラム（座長・薄井紀子先生）では、
基調講演「血液がんはどのような疾患か」をお聴きしました。実はその記録動画、
翌春から急に展開する情勢下で使わせていただくことになります。
　つばさは、「いま」基本情報を知りたい当事者と、「いま」の情報を伝えたい
医・薬の情報交換の「場」としてフォーラム・セミナーを開催し続けて来ました。
ところが 2020 年 1 月から新型コロナウイルス感染症問題が発生。「人と人が会
って語り合ってはならない」となって、「場」の提供が困難になりました。予定
している数々の企画の、とりわけ 5月の定例フォーラムの開催をどうするか…。
結果として完全リモート開催となったのですが、Online での情報配信には「時
間制限がある」ことがわかりました。これには本当に戸惑い、結局、講演の数
を減らすことに。そして急遽、新しく作成したプログラム・フライヤーの冒頭
に（基調講演は無いので）「矢野先生の記録動画で、基本の‘き’を視聴してお
いてください」とつばさチャンネルのURLを掲載したのでした。そして、この
ページへの掲載。4年越しでお付き合いいただきました。
　10 月 20 日、10 ページからのインタビュー記事のために、大原純子さんと一
緒に教授室を訪ねました。

（聴き手：橋本明子）

プロフィール
東京慈恵会医科大学卒業

1991 年6月 東京慈恵会医科大学第三内科医員
1998 年10月 米国国立加齢研究所 免疫研究室 
 客員研究員
2002 年4月 東京慈恵会医科大学腫瘍・血液内科 助手
2008 年2月 東京慈恵会医科大学腫瘍・血液内科 講師
2016 年11月 東京慈恵会医科大学腫瘍・血液内科 
 准教授
2017 年4月 東京慈恵会医科大学腫瘍・血液内科 教授

専門分野：血液腫瘍学（白血病・リンパ腫の薬物療法、
 造血幹細胞移植）

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医/
日本血液学会認定血液専門医・指導医/日本がん治療
認定医機構暫定教育医・がん治療認定医/日本臨床腫
瘍学会認定がん薬物療法専門医・指導医/日本造血・
免疫細胞療法学会認定医

Ⅰ.

血
液
が
ん
と
は

　

ど
の
よ
う
な
疾
患
か

つ
ば
さ
定
例
フ
ォ
ー
ラ
ム（
2
0
1
9
年
6
月
）

〜
ご
講
演
「
基
本
解
説
」〜

血
液
と
造
血
器
の
構
造

肺
、肝
臓
、心
臓
な
ど
の
臓
器
は
患
者
さ
ん
に

も
比
較
的
解
か
り
や
す
い
も
の
で
す
が
、
造
血

器
に
つ
い
て
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
白
血
病
や
リ
ン
パ
腫
な
ど
を
解
説

す
る
前
に
、先
ず
造
血
器
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

造
血
器
は
骨
髄
、
リ
ン
パ
節
、
脾
臓
、
胸
腺

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
骨
髄
は
血
液
細

胞
を
産
生
し
ま
す
。
リ
ン
パ
節
は
ろ
過
器
の
役

目
を
し
、
が
ん
細
胞
や
異
物
を
捕
ら
え
て
く
れ

ま
す
。
脾
臓
は
異
物
や
老
化
し
た
赤
血
球
な
ど

を
処
理
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
機
能
し
ま

す
。
胸
腺
は
T
細
胞
の
成
熟
過
程
を
担
っ
て
お

り
ま
す
。

血
液
は
骨
髄
で
造
ら
れ
ま
す
が
、
造
ら
れ
る

血
液
は
体
重
の
約
13
分
の
1
を
占
め
て
い
て
、

例
え
ば
体
重
50
キ
ロ
の
人
で
約
４
リ
ッ
ト
ル
あ

り
ま
す
。
血
液
の
構
成
成
分
に
は
赤
血
球
、
白

血
球
、
血
小
板
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
か
に
血
漿

と
呼
ば
れ
る
液
体
成
分
が
あ
り
、
血
漿
中
に
は

ア
ル
ブ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
物
質
、
免
疫
グ
ロ
ブ

リ
ン
、
補
体
な
ど
の
生
体
の
制
御
に
関
わ
る
タ

ン
パ
ク
質
、
止
血
に
関
わ
る
凝
固
因
子
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ト
の
発
生
過
程
に
お
い
て
は
、
造
血
は
胎

生
の
25
日
頃
か
ら
A
G
M
領
域
（
動
脈
、
生
殖

巣
、中
腎
な
ど
が
発
生
す
胚
領
域
）で
始
ま
り
、

妊
娠
の
40
日
経
っ
た
と
こ
ろ
で
肝
臓
に
移
っ

て
、妊
娠
後
期
に
は
骨
髄
に
移
動
し
ま
す
。（
図
１
）

以
上
の
よ
う
に
血
液
は
骨
髄
の
中
で
造
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
血
液
が
成
熟
す
る
と
血
管
の
中

に
出
て
き
ま
す
。
造
血
幹
細
胞
は
未
熟
な
白
血

球
、
赤
血
球
、
血
小
板
を
産
生
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
成
熟
し
た
白
血
球
、
赤
血
球
、
血
小
板
と

な
り
ま
す
。

白
血
球
に
は
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
殺
菌
の
機
能
を
有
す
る
の
が
「
好
中
球
」

で
あ
り
、
異
物
を
貪
食
処
理
す
る
「
単
球
」、

免
疫
を
担
当
し
ウ
イ
ル
ス
を
処
理
す
る
「
リ
ン

パ
球
」、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
関
与
す
る
「
好

酸
球
」、
慢
性
ア
レ
ル
ギ
ー
や
蕁
麻
疹
に
関
与

す
る
「
好
塩
基
球
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

骨
髄
系
の
細
胞
が
が
ん
化
す
る
と
白
血
病
、
骨

髄
異
形
成
症
候
群
な
ど
を
発
症
し
ま
す
。（
図
２
）

No.20

血液医療

最前線の
医師を
訪ねる

東京慈恵会医科大学
腫瘍・血液内科

矢野 真吾 先生

図1
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リ
ン
パ
球
に
は
T
細
胞
、
B
細
胞
、
N
K
細

胞
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
パ
球
は
血
管
の
中
に
も

存
在
す
る
ほ
か
、
全
身
に
網
の
目
の
よ
う
に
広

が
る
リ
ン
パ
管
を
出
入
り
す
る
こ
と
で
体
内
を

循
環
し
て
い
ま
す
。
リ
ン
パ
管
の
中
に
は
リ
ン

パ
液
と
呼
ば
れ
る
液
体
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
上

流
か
ら
下
流
へ
輸
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
最
も
下

流
に
お
い
て
、
静
脈
と
合
流
し
て
血
管
と
繋
が

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
リ
ン
パ
系
は
血
管
系
と

異
な
り
体
の
各
リ
ン
パ
組
織
に
分
布
す
る
毛
細

リ
ン
パ
管
を
起
源
と
す
る
一
方
向
性
の
経
路
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
図
３
）

リ
ン
パ
節
は
全
身
に
分
布
し
て
い
て
、
頸
部

リ
ン
パ
節
、腋
窩
リ
ン
パ
節
、胸
部
リ
ン
パ
節
、

腹
腔
内
リ
ン
パ
節
、
鼡
径
リ
ン
パ
節
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
リ
ン
パ
節
は
被
膜
で
覆
わ
れ
た
直
径

約
１
セ
ン
チ
程
度
の
小
器
官
で
す
が
、
濾
胞
構

造
を
示
す
部
分
に
は
B
細
胞
が
多
く
、
濾
胞
間

で
は
T
細
胞
が
優
位
と
な
り
ま
す
。
抗
原
刺
激

を
外
部
か
ら
受
け
る
と
ナ
イ
ー
ブ
B
細
胞
の
一

部
は
形
質
細
胞
と
な
り
、
残
り
の
B
細
胞
は
増

殖
を
開
始
し
て
メ
モ
リ
ー
B
細
胞
と
し
て
体
内

に
記
憶
さ
れ
、
同
じ
抗
原
が
入
っ
て
き
た
と
き

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
い
た
し
ま
す
。

一
方
T
細
胞
の
成
熟
は
胸
腺
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
リ
ン
パ
組
織
が
が
ん
化
し
た
も
の

が
悪
性
リ
ン
パ
腫
で
す
。（
図
４
）

以
上
の
こ
と
か
ら
血
液
の
病
気
は
、１
．赤
血

球
系
・
造
血
不
全
疾
患
（
再
生
不
良
性
貧
血
、

溶
血
性
貧
血
等
）、
２
．血
栓
・
止
血
疾
患
（
血

小
板
減
少
性
紫
斑
病
、凝
固
因
子
欠
乏
症
等
）、

３
．白
血
球
系
・
造
血
器
腫
瘍
疾
患
（
白
血
病
、

悪
性
リ
ン
パ
腫
、
多
発
性
骨
髄
腫
等
）
に
わ
け

て
診
療
し
て
い
ま
す
。（
図
５
）

図
６
に
本
邦
に
お
け
る
が
ん
患
者
予
測
数
を

お
示
し
し
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
５
大
が
ん
と
言
わ

れ
る
大
腸
が
ん
、胃
が
ん
、肺
が
ん
、乳
が
ん
、

肝
臓
が
ん
、
そ
れ
に
前
立
腺
が
ん
、
膵
臓
が
ん

に
次
い
で
悪
性
リ
ン
パ
腫
が
発
症
い
た
し
ま

す
。
白
血
病
は
17
番
目
、
多
発
性
骨
髄
腫
は
19

番
目
に
頻
度
が
高
い
病
気
で
す
。（
図
６
）

Ⅱ.

白
血
病

白
血
病
は
急
速
に
病
状
が
進
行
す
る
急
性
白

血
病
と
慢
性
に
進
行
す
る
慢
性
白
血
病
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
骨
髄
性
白
血
病
と
リ
ン
パ
性

白
血
病
に
分
類
さ
れ
ま
す
。（
図
７
）

図
８
に
急
性
白
血
病
の
模
式
図
を
示
し
ま
す
。

（
図
８
）

急
性
白
血
病
は
未
熟
な
白
血
球
が
が
ん
化
し

た
も
の
で
す
。そ
の
た
め
未
熟（
異
常
）な
白
血

球
が
増
加
し
て
し
ま
い
、
成
熟
し
た
白
血
球
は

造
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
正
常
な
赤
血
球
や
血
小

板
も
、
こ
の
未
熟
な
白
血
球
が
骨
髄
の
造
血
の

場
を
占
領
し
て
し
ま
う
た
め
に
増
殖
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
白
血
球
の
異
常
は
感
染

症
状
を
き
た
し
ま
す
。
赤
血
球
の
低
下
は
貧
血

症
状
、
血
小
板
の
低
下
は
出
血
症
状
を
呈
す
る

こ
と
か
ら
、
急
性
白
血
病
の
患
者
さ
ん
の
多
く

は
何
ら
か
の
症
状
が
あ
っ
て
内
科
を
受
診
し
、

血
液
検
査
で
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

（
図
９
）

図2

図 3

図 4

図 5

図 6 図 7 図 8
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一
方
、
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
は
造
血
幹
細
胞

の
異
常
で
す
。
急
性
白
血
病
と
の
違
い
は
、
白

血
病
細
胞
は
成
熟
し
た
白
血
球
、
赤
血
球
、
血

小
板
を
造
る
こ
と
で
す
。
よ
っ
て
患
者
さ
ん
は

症
状
を
呈
す
る
こ
と
が
な
く
健
康
診
断
の
採
血

で
偶
然
白
血
球
、
血
小
板
の
異
常
値
を
指
摘
さ

れ
て
病
院
を
受
診
し
診
断
が
確
定
す
る
こ
と
が

多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
10
）

偶
然
に
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
慢
性
骨
髄

性
白
血
病
で
す
が
、
脾
臓
の
腫
大
、
腹
部
膨
満

感
が
出
現
、全
身
倦
怠
感
、発
熱
、体
重
減
少
、

皮
膚
搔そ

う
よ
う
か
ん

痒
感
を
認
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
図
11
）

急
性
白
血
病
は
ど
の
よ
う
に
発
症
す
る
か
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
図
12
は
２
０
１
３
年
に

急
性
骨
髄
性
白
血
病
の
２
０
０
例
の
患
者
さ
ん

の
遺
伝
子
を
網
羅
的
に
解
析
し
報
告
さ
れ
た
も

の
で
す
。
一
般
的
に
乳
が
ん
や
肺
が
ん
は
１
０
０

種
類
の
遺
伝
子
異
常
が
出
現
し
て
が
ん
を
発
症
す

る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
急
性
骨
髄
性
白
血
病

の
平
均
13
種
類
の
遺
伝
子
異
常
で
発
症
す
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
造
血
幹
細
胞
に
エ
ピ
ゲ
ノ

ム
遺
伝
子
変
異
が
加
わ
る
と
前
白
血
病
状
態
と

な
り
ま
す
。
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
関
連
遺
伝
子
は
、
遺
伝

子
を
修
飾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遺
伝
子
の
発
現
を

制
御
し
ま
す
。
さ
ら
に
細
胞
増
殖
関
連
遺
伝
子

変
異
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
急
性
白
血
病
が
発

症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
新
た
な

遺
伝
子
変
異
が
加
わ
る
と
、サ
ブ
ク
ロ
ー
ン
白
血

病
が
発
生
い
た
し
ま
す
。（
図
１２
）

白
血
病
の
診
断

白
血
病
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ

る
と
、
患
者
さ
ん
の
症
状
や
病
歴
を
詳
細
に
伺

い
ま
す
。
血
液
検
査
を
行
い
白
血
病
の
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
た
場
合
は
、
骨
髄
検
査
を

行
い
ま
す
。
骨
髄
液
の
芽
球
の
数
や
骨
髄
細
胞

の
異
型
の
有
無
に
よ
っ
て
急
性
白
血
病
、
慢
性

白
血
病
、
も
し
く
は
骨
髄
異
形
成
症
候
群
を
鑑

別
し
ま
す
。

ま
た
特
殊
染
色
と
細
胞
表
面
抗
原
検
査
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
骨
髄
性
白
血
病
と
リ
ン
パ
性

白
血
病
を
判
別
い
た
し
ま
す
。
染
色
体
検
査
と

遺
伝
子
検
査
も
重
要
で
、
患
者
さ
ん
の
予
後
を

予
測
す
る
マ
ー
カ
ー
に
な
り
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ

ン
や
C
T
を
撮
影
し
て
骨
髄
以
外
の
病
変
の
有

無
、肺
炎
の
有
無
な
ど
を
検
索
し
ま
す
。（
図
13
）

白
血
病
細
胞
と
成
熟
細
胞
の
違
い

細
胞
に
は
細
胞
質
が
あ
っ
て
そ
の
中
に
核
が

あ
り
、
核
の
中
で
遺
伝
子
が
合
成
さ
れ
ま
す
。

増
殖
が
活
発
な
細
胞
は
、
核
が
大
き
い
細
胞
で

す
。
白
血
病
細
胞
は
細
胞
の
細
胞
質
に
比
べ
て

核
の
大
き
さ
が
約
80
%
以
上
と
大
き
い
核
が
特

徴
で
す
。
一
方
成
熟
し
た
細
胞
は
核
の
大
き
さ

は
細
胞
質
に
比
べ
て
小
さ
く
な
り
ま
す
。（
図
14
）

図
15
は
正
常
な
患
者
さ
ん
か
ら
採
取
し
た
骨

髄
像
で
す
。幼
若
な
白
血
球
、幼
若
な
赤
芽
球
、

成
熟
し
た
白
血
球
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
ン
ス
よ
く

認
め
ら
れ
ま
す
。（
図
15
）

一
方
、
図
16
は
急
性
白
血
病
の
患
者
さ
ん
の

骨
髄
で
す
。
核
の
大
き
い
骨
髄
芽
球
（
白
血
病

細
胞
）
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
骨
髄
芽

球
は
骨
髄
細
胞
の
５
％
以
下
で
す
が
、
骨
髄
芽

球
が
20
%
以
上
を
占
め
る
場
合
に
急
性
白
血
病

で
あ
る
と
診
断
い
た
し
ま
す
。（
図
１６
）

慢
性
骨
髄
性
白
血
病
は
、
骨
髄
細
胞
と
血
液

細
胞
は
全
体
的
に
増
加
し
ま
す
が
各
細
胞
は
正

常
細
胞
と
同
じ
よ
う
に
成
熟
し
ま
す
。
こ
の
図

図13 図 9

図 14

図 15

図 16

図 10

図 12

図 11
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で
は
幼
若
な
赤
芽
球
や
幼
若
な
骨
髄
細
胞
の
ほ

か
に
、
正
常
な
細
胞
と
同
様
に
成
熟
し
た
好
中

球
が
認
め
ら
れ
ま
す
。（
図
１７
）

図
18
は
染
色
体
と
遺
伝
子
異
常
に
よ
る
予
後

分
類
で
す
。
染
色
体
異
常
と
遺
伝
子
異
常
に
よ

っ
て
予
後
良
好
群
、
予
後
中
間
群
、
予
後
不
良

群
に
分
類
し
ま
す
。
予
後
良
好
群
の
急
性
白
血

病
は
通
常
の
化
学
療
法
だ
け
で
治
る
可
能
性
が

高
い
の
で
原
則
骨
髄
移
植
は
行
い
ま
せ
ん
。
一

方
、
予
後
不
良
群
の
急
性
白
血
病
は
化
学
療
法

だ
け
で
は
再
発
す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
全

身
状
態
が
良
好
で
移
植
の
適
応
が
あ
る
患
者
さ

ん
に
は
同
種
造
血
幹
細
胞
移
植
を
勧
め
ま
す
。

予
後
中
間
群
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
条
件

の
良
い
ド
ナ
ー
が
い
る
場
合
に
同
種
移
植
を
考

慮
し
ま
す
。（
図
１８
）

急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
も
同
じ
く
、
予
後
良

好
群
と
予
後
不
良
群
と
に
分
類
さ
れ
て
治
療
法

が
判
断
さ
れ
ま
す
。（
図
19
）

白
血
病
の
治
療
の
歴
史

・
世
界

白
血
病
と
い
う
病
名
は
ド
イ
ツ
の
病
理
学
者

（
政
治
家
で
も
あ
っ
た
）
ル
ド
ル
フ
・
フ
ィ
ル
ヒ

ョ
ウ
に
よ
っ
て
初
め
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
当
時
、
白
血
病
に
対
す
る
有
効
な
治
療
法

は
無
く
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
1
0
0
年
間
、
急

性
白
血
病
は
不
治
の
病
で
し
た
。（
図
20
）

1
9
5
8
年
の
論
文
に
、『
7
5
6
5
人
の
急

性
白
血
病
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
治
療
を
行
っ

た
が
現
在
（
当
時
）
の
薬
で
は
限
界
が
あ
る
』

と
い
う
報
告
が
出
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て

1
9
5
0
年
代
に
な
る
と
有
効
な
抗
が
ん
剤
が

開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
１
９
７
１
年
に

‘
C
u
r
e
o
f
l
e
u
k
e
m
i
a（
急
性

白
血
病
が
治
っ
た
）’と
い
う
論
文
が
見
出
さ
れ

ま
す
。（
図
21
）

・
当
科

慈
恵
医
大
で
は
1
9
7
5
年
頃
か
ら
白
血
病

の
治
療
を
開
始
し
、
1
9
7
8
年
か
ら
が
ん
研

究
会
附
属
病
院
（
豊
島
区
）
と
共
同
で
急
性
骨

髄
性
白
血
病
に
対
す
る
臨
床
研
究
を
始
め
ま
し

た
。
D
C
P
T
（
Ⅰ
）
療
法
か
ら
開
始
し
、

D
C
P
T
（
Ⅱ
）
療
法
、
D
C
P
T
（
Ⅲ
）

療
法
へ
と
治
療
内
容
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
5
年
生
存
率
0
%
だ
っ
た
の
が
38
．5
%
ま

で
改
善
い
た
し
ま
し
た
。（
図
２２
）

写
真
は
急
性
白
血
病
の
患
者
さ
ん
が
入
院
し

て
行
う
無
菌
室（
今
は
防
護
環
境
と
言
い
ま
す
）

で
す
。
患
者
さ
ん
は
頭
が
風
上
に
な
る
よ
う
に

寝
て
も
ら
い
ま
す
。
頭
側
か
ら
無
菌
の
空
気
が

流
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
に
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル

ス
感
染
か
ら
患
者
さ
ん
を
防
護
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。（
図
23
）

慢
性
骨
髄
性
白
血
病

慢
性
骨
髄
性
白
血
病
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

（
P
h
）染
色
体
を
認
め
る
慢
性
白
血
病
で
す
。

同
種
造
血
幹
細
胞
移
植
で
治
る
病
気
で
し
た

が
、
造
血
幹
細
胞
移
植
が
施
行
で
き
な
い
患
者

さ
ん
に
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
ま
た
は
ヒ
ド
ロ

キ
シ
ウ
レ
ア
で
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
ま
た
は
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ウ
レ

ア
の
治
療
で
は
、
約
5
年
で
急
性
白
血
病
に
進

展
し
多
く
の
患
者
さ
ん
は
死
に
至
っ
て
い
ま
し

た
。
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
治
療
の
タ
ー
ニ
ン
グ

図21 図 17

図 22

5

図23

図 18

図 20

•

図19
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ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
2
0
0
1
年
に
分

子
標
的
薬
で
あ
る
イ
マ
チ
ニ
ブ（
グ
リ
ベ
ッ
ク
）

が
登
場
し
て
か
ら
で
す
。
分
子
標
的
薬
の
投
与

に
よ
り
、
同
種
造
血
幹
細
胞
移
植
を
行
わ
な
く

て
も
長
期
間
生
存
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
は
さ
ら
に
多
く
の
種
類
の
分
子
標
的
薬
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
24
）

Ⅲ.

悪
性
リ
ン
パ
腫

・
診
断

血
液
に
由
来
す
る
が
ん
の
一
つ
で
、リ
ン
パ
球

が
が
ん
化
し
た
病
気
が
悪
性
リ
ン
パ
腫
で
す
。

症
状
と
し
て
は
扁
桃
の
腫
大
、
リ
ン
パ
節
の
腫

大
な
ど
を
認
め
、
病
気
が
進
行
す
る
と
全
身
症

状
と
し
て
発
熱
、
体
重
減
少
、
盗
汗
、
臓
器
浸

潤
な
ど
が
出
現
し
ま
す
。

診
断
に
は
腫
大
し
た
リ
ン
パ
節
を
生
検
し
病

理
で
診
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
悪
性

リ
ン
パ
腫
と
言
っ
て
も
実
際
に
は
70
種
類
以
上

の
リ
ン
パ
腫
が
あ
り
ま
す
。
各
リ
ン
パ
腫
で
治

療
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
病
理
診
断
を
確

実
に
得
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
確
定
診
断
が
得

ら
れ
ま
し
た
ら
C
T
、
P
E
T-

C
T
、
上
部

内
視
鏡
検
査
、
骨
髄
生
検
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

病
気
の
広
が
り
を
確
認
し
ま
す
。（
図
25
）

写
真
（
図
26
）
で
は
首
の
リ
ン
パ
節
が
腫
大

し
て
い
ま
す
。
悪
性
リ
ン
パ
腫
の
リ
ン
パ
節
腫

大
は
原
則
無
痛
で
、や
や
硬
く
、大
き
さ
は
１
．5

セ
ン
チ
以
上
、
複
数
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

悪
性
リ
ン
パ
腫
は
病
理
組
織
に
よ
り
、
濾
胞

性
リ
ン
パ
腫
、び
ま
ん
性
大
細
胞
型
リ
ン
パ
腫
、

バ
ー
キ
ッ
ト
リ
ン
パ
腫
な
ど
と
診
断
を
得
て
い

き
ま
す
。（
図
２7
）

悪
性
リ
ン
パ
腫
は
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
と
非

ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
に
分
類
し
ま
す
。
本
邦
は

非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
が
90
%
を
占
め
て
、
そ

の
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
で
は
B
細
胞
リ
ン
パ

腫
が
70
%
、
T
細
胞
の
リ
ン
パ
腫
が
30
%
で

す
。（
図
２8
）

非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
の
中
で
び
ま
ん
性
大

細
胞
型
B
細
胞
リ
ン
パ
腫
の
発
症
頻
度
が
最
も

高
く
、
濾
胞
性
リ
ン
パ
腫
が
そ
れ
に
続
き
ま

す
。
そ
の
他
、
成
人
T
細
胞
性
リ
ン
パ
腫
、

図24

図 25

図 26

図 27図 28
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M
A
L
T
リ
ン
パ
腫
、
A
I
T
L
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
濾
胞
性
リ
ン
パ
腫
は
低
悪
性
度
リ
ン
パ

腫
に
分
類
さ
れ
、
病
気
は
年
単
位
で
進
行
し
ま

す
。
一
方
、
び
ま
ん
性
大
細
胞
型
B
細
胞
リ
ン

パ
腫
は
月
単
位
で
（
中
悪
性
度
リ
ン
パ
腫
）、

バ
ー
キ
ッ
ト
リ
ン
パ
腫
や
リ
ン
パ
芽
球
性
リ
ン

パ
腫
は
週
単
位
（
高
悪
性
度
リ
ン
パ
腫
）
で
病

勢
が
進
行
し
ま
す
。（
図
２9
）

病
期
は
、
リ
ン
パ
節
の
1
領
域
が
腫
れ
て
い

る
場
合
ま
た
は
一
つ
の
臓
器
の
限
局
病
変
が
あ

る
場
合
を
１
期
、
リ
ン
パ
節
病
変
が
2
領
域
以

上
で
横
隔
膜
の
同
側
に
あ
る
場
合
、
限
局
性
臓

器
病
変
と
所
属
リ
ン
パ
節
病
変
ま
た
は
横
隔
膜

の
同
側
に
そ
の
他
の
リ
ン
パ
節
病
変
が
あ
る
場

合
を
2
期
、
横
隔
膜
を
ま
た
い
で
２
領
域
以
上

あ
っ
た
場
合
を
3
期
、
リ
ン
パ
腫
が
組
織
に
び

ま
ん
性
に
浸
潤
し
て
い
る
場
合
を
4
期
と
診
断

し
ま
す
。（
図
30
）

以
前
は
Ｃ
Ｔ
で
判
定
し
て
い
た
の
で
す
が
、

最
近
は
P
E
T-

C
T
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
P
E
T-

C
T
検
査
は
放

射
性
薬
剤
を
体
内
に
投
与
す
る
た
め
、
活
動
性

病
変
が
あ
る
と
図
31
の
よ
う
に
病
巣
に
集
積
所

見
を
認
め
、
活
動
性
の
有
無
を
評
価
で
き
ま

す
。臨
床
で
は
、治
療
前
の
リ
ン
パ
腫
の
病
期
、

治
療
中
ま
た
は
治
療
後
の
効
果
判
定
、
再
発
の

有
無
を
調
べ
る
と
き
に
用
い
ら
れ
ま
す
。（
図
３1
）

・
C
H
O
P
療
法
確
立
ま
で
の
推
移

現
在
の
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
の
治
療
の
主

軸
は
、
R-

C
H
O
P
療
法
ま
た
は
C
H
O
P

療
法
で
す
が
、
こ
の
‘
C
H
O
P
療
法
’
は
今

か
ら
40
年
以
上
前
の
1
9
7
6
年
に
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
理
論
的
に
は
C
H
O
P
療

法
よ
り
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
治
療
法
が
い
く

つ
か
考
案
さ
れ
た
の
で
す
が
、
C
H
O
P
療
法

よ
り
優
れ
る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
る
こ
と

は
で
き
ず
、
今
で
も
C
H
O
P
療
法
を
ベ
ー
ス

と
し
た
治
療
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

過
程
を
以
下
に
お
示
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫
の
治
療
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ィ
・
コ
ー
ル
ド
マ
ン
の
『
統
計
学
的
に
、
腫

瘍
細
胞
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
薬
剤
に
対
し

て
耐
性
を
持
っ
た
細
胞
が
増
え
て
く
る
』
と
い

う
理
論
を
基
に
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
薬
剤
耐
性

の
獲
得
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
1
）
薬
剤
の

投
与
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
薬
剤
耐
性
を

獲
得
す
る
前
に
腫
瘍
細
胞
を
消
滅
さ
せ
る
方
法

と
、
2
）
作
用
機
序
の
異
な
る
複
数
の
薬
剤
を

併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
薬
剤
耐
性
を
獲
得
し

た
細
胞
に
対
し
て
も
効
果
を
示
そ
う
と
い
う
方

法
を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。（
図
３2
）

図29

図 30

図 31

A mathematic model for relating the drug sensitivity of tumor to their 
sspontaneous mutation rate.

(Goldie and CColdman. Cancer Treat Rep 63: 1727, 1979)

11) Intensification of dose--intensity
22) Introduction of non--cross resistant therapy

図32
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第
1
世
代
の
治
療
で
あ
る
C
H
O
P
療
法
は

１
９
７
６
年
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
述
の

理
論
を
取
り
入
れ
て
第
2
世
代
、
第
3
世
代
の

治
療
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。（
図
33
）

図
34
に
C
H
O
P
療
法
の
治
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
し
ま
す
。
4
種
類
の
薬
を
3
週
間
隔
で

投
与
し
ま
す
。
つ
ま
り
2
週
目
と
3
週
目
に
は

薬
剤
は
投
与
さ
れ
ま
せ
ん
。（
図
34
）

第
２
世
代
の
治
療
は
第
1
世
代
の
4
種
類
の

薬
か
ら
6
種
類
の
薬
剤
に
増
や
し
て
お
り
ま
す

（
作
用
機
序
の
異
な
る
複
数
の
薬
剤
を
併
用
）。

そ
し
て
C
H
O
P
療
法
の
休
薬
期
間
の
3
週
目

に
も
抗
が
ん
剤
の
投
与
を
行
い
ま
す
。（
図
35
）

第
3
世
代
の
治
療
は
、
毎
週
副
作
用
の
異
な

る
様
々
な
抗
が
ん
剤
を
投
与
い
た
し
ま
す
（
図

36
）。
こ
の
第
3
世
代
の
M
A
C
O
P-

B
療
法

は
カ
ナ
ダ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
報
告
さ
れ
た
の
で

す
が
、
61
人
の
患
者
さ
ん
治
療
し
た
と
こ
ろ

1
0
0
%
の
患
者
さ
ん
に
奏
効
し
ま
し
た
。
生

存
率
は
76
%
と
当
時
と
し
て
は
驚
異
的
な
成
績

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
で
も
こ
の
第
3
世

代
の
治
療
法
が
広
ま
り
ま
し
た
。（
図
37
）

し
か
し
米
国
の
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
治
療
を
追

従
し
た
と
こ
ろ
、
寛
解
率
52
%
、
3
年
生
存
率

45
%
で
、
既
存
の
C
H
O
P
療
法
と
同
様
の
成

績
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
図
38
）

そ
の
後
米
国
で
約
9
0
0
人
の
患
者
さ
ん
を

第
１
世
代
、
第
2
世
代
、
第
3
世
代
の
治
療
に

ラ
ン
ダ
ム
に
分
け
て
治
療
効
果
を
比
較
し
た
大

規
模
な
ト
ラ
イ
ア
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、3
年
生
存
率
は
第
1
世
代
、第
２
世
代
、

第
3
世
代
で
」
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
、
一
方
で

治
療
関
連
死
亡
率
は
第
１
世
代
1
%
に
比
べ

て
、
第
2
世
代
、
第
３
世
代
で
は
3
％
か
ら

week 1 2 3 4 5

CPA (750mg/m2)

ADM (  50mg/m2)

VCR ( 1.4mg/m2)

PSL (100mg/body)

図34

week 1 2 3 4 5

MTX (    3 g/m2)

ADM  ( 45mg/m2)

CPA (600mg/m2)

VCR ( 1.0mg/m2)

BLM (    4mg/m2)

Dex (    6mg/m2)

図35

week 1   2   3   4   5   6   7   8   9   10   11   12

MTX (400mg/m2)

ADM  ( 50mg/m2)

CPA (350mg/m2)

VCR ( 1.4mg/m2)

BLM (  10mg/m2)

PSL (  50mg/m2)

図36

図 37

図 33
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6
%
と
増
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

要
す
る
に
こ
の
結
果
か
ら
C
H
O
P
療
法
が
や

は
り
標
準
的
な
治
療
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
図
39
）

ほ
か
に
も
追
跡
試
験
と
し
て
第
１
世
代

C
H
O
P
療
法
と
第
3
世
代
M
A
C
O
P-

B
療

法
の
比
較
、C
H
O
P
療
法
の
そ
の
他
の
第
３
世

代
P
e
o
M
A
C
E-

C
y
t
a
B
O
M
療
法
の
比

較
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
治
療
成
績
に
差

が
な
い
こ
と
よ
り
、
今
で
も
C
H
O
P
療
法
が
標

準
的
な
治
療
と
認
識
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
図
40
）

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
診
療
に
つ
い
て

悪
性
リ
ン
パ
腫
の
患
者
さ
ん
の
治
療
は
基
本

的
に
外
来
で
行
い
ま
す
。
治
療
終
了
後
の
診
察

は
寛
解
後
1
年
ま
で
は
1
か
月
に
一
度
、
そ
の

後
は
3
か
月
に
一
度
、画
像
診
断（
C
T
検
査
）

は
6
か
月
に
一
度
く
ら
い
で
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。
診
察
で
は
自
覚
症
状
や
臓
器
症
状
の
有

無
を
患
者
さ
ん
か
ら
伺
い
、
診
察
で
リ
ン
パ
節

腫
大
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
血
液
検
査
で 

L
D
H
や
I
L-

２
R
（
レ
セ
プ
タ
ー
）
な
ど

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
増
加
が
な
い
こ
と
お
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
内
視
鏡
検
査
も
定

期
的
に
行
い
ま
す
。

も
し
再
発
が
疑
わ
れ
た
と
き
は
、
可
能
な
限

り
生
検
検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。
リ
ン
パ
腫
の

多
く
が
最
初
に
腫
瘍
が
あ
っ
た
部
位
か
ら
再
発

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
再
発
が
確
認
さ
れ
る

と
病
期
診
断
を
お
こ
な
っ
て
、
サ
ル
ベ
ー
ジ
療

法
と
呼
ば
れ
る
治
療
を
開
始
し
ま
す
。（
図
４１
）

（
了
）

2
0
1
9
年
６
月
１
日
（
土
）　

つ
ば
さ
定

例
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
2
号

館
講
堂
）
で
収
録
／
2
0
2
2
年
10
月　

矢
野

先
生
に
よ
り
加
筆
修
正

1138 patients registered, 899 were eligible. Each treatment group contained 
at least 218 patients

CHOP remains the best available treatment for patients with advanced-
stage intermediate-grade or high-grade non-Hodgkin's lymphoma.

(N Engl J Med 328: 1002, 1993)

図39

図 40

図 41

図 38
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が
ん
を
治
す
医
師
に
な
り
た
い
！
初
心
を
胸
に
、

変
貌
す
る
医
療
の
時
代
を
患
者
家
族
と
並
走

患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
る
か

自
問
自
答
の
日
々

腫
瘍
・
血
液
内
科
の
診
療
部
長
と
し
て
診
察
に
あ

た
り
、
大
学
教
授
と
し
て
教
壇
に
立
つ
、
矢
野
真
吾

先
生
の
日
常
は
極
め
て
多
忙
だ
。「
長
時
間
待
た
さ
れ

て
も
、
診
療
は
わ
ず
か
３
分
」
と
い
う
言
葉
が
医
療

現
場
で
聞
か
れ
る
が
、
矢
野
先
生
の
診
療
時
間
は
一

人
15
分
。
一
見
余
裕
が
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、

そ
れ
で
も
血
液
疾
患
と
い
う
複
雑
な
病
態
や
治
療
方

針
を
説
明
す
る
の
に
や
っ
と
。
次
回
の
外
来
を
取
り

付
け
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。
帰
路
に

着
く
電
車
の
中
で
「
も
う
少
し
患
者
さ
ん
の
不
安
に

寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
」
と
、
外
来
の
光

景
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
と
い
う
。
１
９
９
１
年
に
血

液
内
科
医
と
し
て
医
師
の
道
を
歩
き
出
し
て
か
ら
30

年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
姿
勢
は

ま
さ
に
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」。
謙
虚
な
ま
で
の

姿
勢
が
、
多
く
の
患
者
の
信
頼
を
、
そ
し
て
心
を
惹

き
つ
け
て
や
ま
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

２
０
２
０
年
か
ら
猛
威
を
ふ
る
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、

血
液
疾
患
を
持
つ
患
者
に
と
っ
て
ま
さ
に
天
敵
で
あ

る
。
特
に
初
期
の
段
階
で
は
、
芸
能
人
の
訃
報
が
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
を
席
巻
し
、
症
状
な
ど
に
つ
い
て
の
デ

ー
タ
も
乏
し
く
、
患
者
の
不
安
は
ま
す
ば
か
り
で
あ

っ
た
。
そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
て
検

査
を
行
い
、
入
院
が
必
要
な
ら
ば
病
室
も
確
保
す
る

と
い
う
万
全
の
体
制
で
、
コ
ロ
ナ
の
山
を
乗
り
越
え

た
の
で
あ
る
。
医
療
関
係
者
の
罹
患
で
病
室
閉
鎖
も

余
儀
な
く
さ
れ
た
病
院
も
少
な
か
ら
ず
と
い
う
状
況

で
山
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
も
、
腫
瘍
・
血
液
内
科

と
い
う
環
境
下
、
感
染
に
対
す
る
意
識
が
人
一
倍
強

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
通
常
の
診
療
と
並
行
し

て
の
治
療
で
し
た
か
ら
、仕
事
量
は
か
な
り
増
え
た
こ

と
は
事
実
で
す
」と
、言
葉
少
な
に
語
っ
て
く
れ
た
。

患
者
団
体
は
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

共
に
良
い
医
療
を
目
指
す

多
忙
な
日
々
の
間
隙
を
縫
う
よ
う
に
、
２
０
２
２

年
6
月
11
日
に
は
つ
ば
さ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
座
長
と
し

て
登
壇
さ
れ
た
。「
と
て
も
光
栄
な
こ
と
で
す
か
ら

ね
。
病
気
を
理
解
す
る
場
が
ほ
し
い
。
治
療
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
、
と
い
う
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
場
所
は
大
切
に
し
た

い
で
す
ね
」
と
、
講
演
会
の
依
頼
は
よ
ほ
ど
の
こ
と

が
な
い
限
り
、
断
る
こ
と
は
な
い
。

つ
ば
さ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
次
々
と
寄
せ
ら
れ
る
質
問

に
は
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
い

う
。「
た
だ
た
だ
医
学
的
に
寿
命
を
延
ば
す
と
か
、

病
気
を
治
す
と
か
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
生
活

の
質
ま
で
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
そ
の
点
に
ハ

ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
1
0
0
％
患
者
さ
ん
の
気
持

ち
に
寄
り
添
え
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
だ
自
信
が
あ

り
ま
せ
ん
。
正
直
な
と
こ
ろ
」。

患
者
さ
ん
目
線
に
立
て
る
場
所
、
そ
れ
が
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
あ
る
と
同
時
に
、
つ
ば
さ
を
は
じ
め
と
す
る

患
者
団
体
は
、
協
力
し
支
え
合
う
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
と
い
う
。
欧
米
諸
国
と
の
ド
ラ
ッ
グ
ラ
グ
、

つ
ま
り
、
海
外
で
標
準
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
医
薬

品
が
国
内
で
は
使
用
で
き
な
い
（
未
承
認
の
）
状
態

を
改
善
す
る
た
め
に
、
語
り
合
い
を
重
ね
、
承
認
に

向
け
、
共
に
努
力
を
重
ね
る
。「
こ
の
共
闘
が
、
医

療
界
に
新
し
い
風
を
起
こ
し
、
医
療
の
進
歩
を
考
え

る
う
え
で
、
と
て
も
大
切
な
存
在
で
す
」

医
師
を
目
指
し
た
少
年
時
代

背
中
を
押
し
た
い
く
つ
も
の
物
語

勤
務
医
だ
っ
た
父
親
の
背
中
を
追
い
か
け
る
よ
う

に
、
医
師
の
道
を
選
ん
だ
矢
野
先
生
。
自
宅
に
は
医

学
書
や
医
療
系
雑
誌
が
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
、
医
学

を
比
較
的
に
身
近
に
感
じ
る
環
境
も
大
き
か
っ
た
と

い
う
。黙
し
て
語
ら
な
い
産
婦
人
科
医
で
あ
っ
た
が
、

「
患
者
さ
ん
が
が
ん
で
命
を
落
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
出
産
で
新
し
い
命
に
出
会
う
こ
と
も
で
き
る

か
ら
、私
は
救
わ
れ
て
い
る
」。
父
の
重
い
言
葉
は
、

多
感
な
少
年
の
胸
に
し
っ
か
り
刻
み
こ
ま
れ
た
の
で

あ
る
。

「
が
ん
を
治
す
医
師
に
な
り
た
い
」。
少
年
が
医
学

の
道
へ
進
も
う
と
決
意
し
た
背
景
に
は
、
い
く
つ
も

の
物
語
が
あ
っ
た
。
１
９
７
７
年
12
月
劇
場
映
画
と

し
て
公
開
さ
れ
た
「
ジ
ョ
ー
イ
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。

3
歳
か
ら
白
血
病
と
闘
う
ジ
ョ
ー
イ
と
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
で
あ
っ
た
兄
の
ジ
ョ
ン
が
織
り
成
す
実
話
に

基
づ
く
名
作
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
本
が
、
手
塚

治
虫
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」。
無
免
許
で
は

あ
る
も
の
の
、
唯
一
無
二
の
神
業
と
も
い
え
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
よ
り
世
界
中
に
名
を
知
ら
れ
る
、
天
才
外

科
医
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
を
公
私
と
も
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
助
手
の
ピ
ノ
コ
。
彼
女
が
白
血
病
に
罹

患
し
た
際
、
血
液
を
取
り
換
え
る
こ
と
で
治
し
て
し

ま
う
。「
い
わ
ゆ
る
骨
髄
移
植
で
す
。
１
９
７
０
年

代
、
ま
だ
骨
髄
移
植
と
い
う
言
葉
さ
え
な
か
っ
た
時

代
に
、
手
塚
治
虫
が
描
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
に

は
深
い
感
銘
を
覚
え
ま
し
た
」。

マ
ン
ガ
家
で
あ
り
、
医
学
博
士
の
資
格
を
持
つ
手

塚
治
虫
は
、
日
本
に
マ
ン
ガ
文
化
を
定
着
さ
せ
た
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
医
学
青
年
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
で
あ
る
。
余
談
に
は
な
る
が
、
鉄
腕
ア
ト

ム
誕
生
の
地
が
東
京
・
高
田
馬
場
に
あ
る
科
学
省
と

い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
J
R
山
手
線

高
田
馬
場
駅
で
発
車
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
ア
ト
ム
の
主
題

歌
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
J
R
高
田
馬
場
駅
の
ガ
ー

ド
下
に
は
ア
ト
ム
の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
。

学
生
時
代
は
ラ
ガ
ー
マ
ン

伝
統
的
な
部
活
の
針
路
に
背
を
向
け

血
液
内
科
医
の
道
へ

大
学
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
部
に
所
属
し
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
セ
ン
タ
ー
。
今
で
こ
そ
ス
レ
ン
ダ
ー
な
矢
野
先

生
で
は
あ
る
が
学
生
時
代
は
筋
骨
隆
々
。
パ
ス
を
つ

な
ぎ
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
攻
守
を
み
せ
る
ラ
ガ
ー
マ

ン
で
あ
っ
た
。

「
ラ
グ
ビ
ー
部
は
伝
統
的
に
外
科
医
や
整
形
外
科

医
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
ね
。実
際
、外
科
医
を

考
え
た
時
期
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
臨
床
実
習
に
入

る
と
内
科
医
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

り
ま
し
た
。
も
と
も
と
悪
性
腫
瘍
を
や
り
た
い
と
い

う
の
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
ま
し
た
し
、
そ
う
す
る
と
血

液
内
科
か
な
と
」

矢
野
先
生
が
血
液
内
科
に
舵
を
切
っ
た
の
に
は
、

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の
出
会
い
も
あ
る
。
当
時
、
東
京

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

‘
教
授
室
を
訪
ね
て
’矢野真吾先生・教授室で
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慈
恵
会
医
科
大
学
で
講
師
を
務
め
て
い
た
倉
石
安
庸

医
師
の
講
義
は
、
ホ
ジ
キ
ン
病
の
名
前
の
由
来
や
第

二
次
世
界
大
戦
中
に
開
発
さ
れ
た
治
療
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
。
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
矢
野
先
生
の
心

を
捉
え
た
。
不
治
の
病
で
も
治
療
法
の
開
発
に
よ
っ

て
、
劇
的
な
進
歩
を
遂
げ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ

る
、
と
。

矢
野
先
生
が
血
液
内
科
医
と
し
て
の
歩
み
を
始
め

た
１
９
９
１
年
は
、
ま
さ
に
骨
髄
バ
ン
ク
設
立
の

年
。
日
本
に
お
け
る
骨
髄
移
植
が
新
展
開
す
る
と
き

で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
従
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病

院
が
独
自
に
行
っ
て
い
た
治
療
も
、統
一
化
を
図
る

動
き
が
加
速
し
た
。標
準
化
の
名
の
も
と
に
、
全
世

界
が
統
一
し
た
治
療
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
骨
髄
移

植
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
関
東
で
は
慶
應
義
塾
大
学

病
院
が
中
心
と
な
っ
て
移
植
グ
ル
ー
プ
が
発
足
。
移

植
研
究
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
標
準
化
の
名
の
も
と

に
統
一
感
を
持
っ
て
治
療
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
学
生
時
代
か
ら
、骨
髄
移
植
を
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
初
め
て
治
療
を
行
っ
た
と
き

は
、
本
当
に
緊
張
し
ま
し
た
。
名
古
屋
大
学
監
修
の

移
植
の
分
厚
い
本
を
常
に
持
ち
歩
き
、
い
つ
も
読
み

返
し
な
が
ら
、治
療
を
進
め
ま
し
た
。あ
の
経
験
が
、

も
っ
と
も
自
分
の
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

ス
ピ
ー
ド
感
、
情
報
力
に
圧
倒
さ
れ
た

米
国
で
の
留
学
経
験

１
９
９
８
年
10
月
、
矢
野
先
生
は
さ
ら
な
る
成
長

を
求
め
、
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
の
客
員
研
究
員
と

し
て
赴
任
。
最
先
端
を
走
る
米
国
の
医
療
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
米
国
の
医
学
界
の
シ
ス
テ
ム
は
、日
本
と
ま
る
で

違
い
ま
す
。
例
え
ば
日
本
で
は
、
一
つ
の
薬
を
開
発

す
る
の
に
５
〜
10
年
は
か
か
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

毒
性
を
確
認
す
る
た
め
の
非
臨
床
試
験
で
も
２
〜
3

年
は
か
か
る
。
し
か
し
米
国
で
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

毒
性
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
す
ぐ
に
臨
床
試

験
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
は
ま
る
で

違
い
ま
す
」

財
力
や
情
報
力
、
知
識
力
を
投
入
し
て
構
築
し
た

米
国
医
学
界
の
シ
ス
テ
ム
は
、
だ
か
ら
こ
そ
世
界
の

先
端
を
走
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
最
近
の
学
生
を
見
て
い
る
と
、
留
学
希
望
者
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
内
だ
け
で
満
足
し

て
い
る
よ
う
に
も
み
え
ま
す
が
、
鎖
国
状
態
で
は
成

長
も
進
歩
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
で
知
識
を
得
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は

違
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
に
千
個
の
情
報
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
背
後
に
あ
る
1
万
個
の
情
報
の
中
に
、
大
切
な

こ
と
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
大
切
な

情
報
を
つ
か
み
取
る
に
は
、
や
は
り
海
外
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
な
い
。
個
人
の
力
に
は
限
界
が

あ
る
の
で
す
」

と
か
く
内
向
き
指
向
の
若
者
た
ち
に
、
あ
え
て
苦

言
を
呈
す
る
の
も
こ
の
国
の
医
学
の
発
展
を
願
え
ば

こ
そ
。
骨
髄
移
植
黎
明
期
か
ら
、
分
子
標
的
薬
の
登

場
と
、
矢
野
先
生
の
医
師
と
し
て
の
30
年
は
ま
さ
に

激
動
の
時
代
。
進
歩
に
追
い
付
く
た
め
に
、
他
大
学

の
先
生
方
と
連
携
し
な
が
ら
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
え
た
の
も
、
や
は
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
あ
っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
今
後
、

新
た
な
治
療
法
を
日
本
で
実
践
す
る
た
め
に
も
、
大

学
教
授
と
し
て
後
進
へ
の
指
導
は
重
要
な
仕
事
の
ひ

と
つ
と
い
え
る
。

長
期
治
療
に
寄
り
添
う
か
ら
こ
そ

結
ば
れ
る
深
い
絆

そ
ん
な
矢
野
先
生
に
あ
え
て
印
象
的
な
患
者
さ
ん

は
と
、
質
問
を
投
げ
か
け
て
み
た
。
し
ば
し
の
無
言

の
後
、
重
い
口
を
開
き
、「
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん

の
顔
が
次
々
と
浮
か
び
ま
す
」
と
。

矢
野
先
生
が
血
液
内
科
医
の
道
を
目
指
し
た
の

は
、
長
い
治
療
期
間
、
常
に
患
者
さ
ん
と
並
走
で
き

る
か
ら
。
他
の
腫
瘍
な
ら
外
科
医
が
手
術
を
し
て
内

科
医
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
と
い
う
流
れ
が
通
常
で
は
あ

る
が
、
血
液
内
科
医
は
徹
頭
徹
尾
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
一
人

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
を

あ
え
て
の
一
人
と
は
。

「
ま
だ
僕
が
30
代
だ
っ
た
と
き
に
担
当
し
た
45
歳

ぐ
ら
い
の
男
性
患
者
さ
ん
。
再
発
を
繰
り
返
し
、
予

後
は
決
し
て
い
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
彼
が
最
後
に
亡
く
な
る
と
き
に
、
夜
中
、
呼
ば

れ
て
病
院
に
駆
け
付
け
た
の
で
す
が
、
そ
の
患
者
さ

ん
が
起
き
上
が
っ
て
、『
あ
、
矢
野
先
生
』
と
言
っ

て
く
れ
た
。
そ
の
と
き
は
待
っ
て
い
て
く
れ
た
か
な

と
。勝
手
な
解
釈
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
」

変
化
を
待
っ
て
、
結
果
を
出
す

だ
か
ら
こ
そ
、
継
続
は
力
な
り

ま
さ
し
く
医
療
一
筋
の
矢
野
先
生
に
も
、
ご
家
族

と
過
ご
す
憩
い
の
ひ
と
と
き
は
あ
る
。
か
つ
て
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
で
共
に
学
び
、
今
は
伴
侶
と
な
っ

た
奥
さ
ま
手
製
の
料
理
の
数
々
は
、
矢
野
先
生
の
ハ

ー
ド
な
生
活
を
栄
養
面
か
ら
支
え
て
い
る
。
お
子
さ

ん
が
小
さ
い
と
き
に
は
野
球
場
へ
足
を
運
び
、
大
好

き
な
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
応
援
に
声
を
上
げ
、
応
援
グ

ッ
ズ
を
集
め
た
と
い
う
。
教
授
就
任
の
際
に
、
後
輩

の
ラ
グ
ビ
ー
部
員
か
ら
贈
ら
れ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
サ

イ
ン
入
り
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
は
、
今
で
も
矢
野
先
生

の
宝
物
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
旅
行
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
国
内
旅
行
も
再
開
す
る
予
定
だ
と

い
う
。

「
造
血
幹
細
胞
移
植
は
G
V
H
D
な
ど
の
合
併
症

が
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
、今
で
も
大
変
な
治
療
で
す
。

し
か
し
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
以
前
（
健
常
時
）
の
状

態
ま
で
回
復
さ
れ
る
方
も
多
数
い
ま
す
。
見
た
目
に

は
過
去
に
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

と
は
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昔
は

移
植
療
法
は
面
会
謝
絶
で
行
い
ま
し
た
が
、
今
（
コ

ロ
ナ
禍
前
）
は
家
族
の
方
の
面
会
も
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。
造
血
幹
細
胞
移
植
の
技
術
は
進
歩
し
て
お

り
、
同
時
に
治
療
環
境
も
着
々
と
改
善
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
」

新
薬
も
治
療
法
も
長
期
に
わ
た
っ
て
試
験
を
繰
り

返
し
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
時
点
で
実
用
が
可
能

に
な
る
。
そ
れ
ま
で
が
ふ
ん
ば
り
ど
き
。「
変
化
を

待
っ
て
、
結
果
を
出
す
」。
こ
れ
が
着
実
な
医
療
の

進
歩
を
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
矢
野
先
生
は
後
輩
た
ち
に
言
う
。

「
継
続
は
力
な
り
」

2
0
2
2
年
10
月
20
日

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
撮
影　

大
原
純
子教授就任時に贈られたラグビーボールは大切な宝物
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は
じ
め
に

　

小
児
が
ん
の
晩
期
合
併
症
の
長
期
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
進
め
る
上
で
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、

小
児
が
ん
拠
点
病
院
と
地
域
の
医
療
機
関
と
の

連
携
で
す
。
た
だ
こ
の
連
携
を
進
め
る
た
め
に

課
題
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
先

ず
小
児
が
ん
の
晩
期
合
併
症
の
現
状
、
次
に
長

期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
課
題
と
取
り
組
み
、

そ
し
て
小
児
が
ん
拠
点
病
院
と
地
域
の
医
療
機

関
と
の
連
携
、
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

Ⅰ
．小
児
が
ん
の
晩
期
合
併
症

　

小
児
が
ん
と
は
、
小
児
期
に
発
症
す
る
悪
性

腫
瘍
の
総
称
で
す
。
日
本
全
体
で
は
、
年
間

２
５
０
０
人
か
ら
３
０
０
０
人
ほ
ど
の
患
者
さ

ん
が
新
た
に
診
断
さ
れ
ま
す
。
近
年
は
成
人
の

が
ん
が
１
０
０
万
人
に
達
し
よ
う
と
い
う
状
況

で
す
の
で
、
小
児
が
ん
の
発
症
数
は
非
常
に
少

な
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
図
１
に
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
種
類
と
し
て
は
多
彩
で
す
。
ま
た
そ

の
種
類
は
成
人
の
が
ん
と
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

そ
し
て
約
半
数
が
血
液
系
の
腫
瘍
で
、
約
３
分

の
１
が
白
血
病
、２
番
目
に
多
い
の
が
脳
腫
瘍
、

３
番
目
が
リ
ン
パ
腫
、
４
番
目
が
神
経
芽
腫
、

残
り
が
そ
の
他
の
固
形
が
ん
な
ど
で
す
。（
図
１
）

　

成
人
で
も
が
ん
治
療
に
合
併
症
は
あ
る
程
度

つ
き
も
の
で
す
が
、
小
児
に
お
い
て
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。小
児
が
ん
治
療
の
合
併
症
は
、

疾
患
や
治
療
に
伴
う
一
過
性
の
も
の
、
次
に
疾

患
又
は
治
療
に
関
連
し
た
持
続
す
る
も
の
、
治

療
終
了
後
の
成
長
や
加
齢
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
る
も
の
、
に
大
き
く
わ
け
ら
れ
ま
す
。
特
に

診
断
後
５
年
を
経
過
し
て
持
続
す
る
、
あ
る
い

は
そ
れ
ま
で
は
な
か
っ
た
の
に
新
た
に
出
現
し

た
合
併
症
の
こ
と
を
晩
期
合
併
症
、
英
語
で

Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｅ
ｆ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ｓ
と
い
い
ま
す
。

（
図
２
）

始
か
ら
始
ま
る
治
療
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」

が
広
く
粘
り
強
く
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
本
当
に
心
強
く
感
謝
し
ま
し
た
。
小
児
が

ん
の
多
く
が
治
っ
て
学
校
に
戻
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
そ
ん
な
良
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
小

児
が
ん
を
乗
り
越
え
た
1
人
1
人
の「
経
験
者
」

が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
必
要
な
フ
ォ
ロ
ー

を
長
く
受
け
続
け
て
ほ
し
い
、
と
思
い
ま
す
。

（
橋
本
明
子
）

「
小
児
が
ん
の
子
ら
に
は
、
生
涯
た
ば
こ
や
麻

薬
は
も
ち
ろ
ん
、
過
度
に
清
涼
飲
料
水
を
摂
ら

な
い
こ
と
、
治
療
し
て
元
気
に
な
っ
て
も
ず
っ

と
成
人
病
検
査
を
受
け
続
け
る
こ
と
等
、
で
き

る
だ
け
早
く
か
ら
様
々
な
注
意
を
伝
え
て
い
き

ま
す
」
と
、
ア
メ
リ
カ
で
小
児
が
ん
医
療
に
あ

た
っ
て
お
ら
れ
る
土
屋
信
子
先
生
か
ら
20
年
ほ

ど
前
に
聴
き
ま
し
た
。

　

今
夏
の
定
例
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
富
澤
先
生
の
お

話
を
伺
い
な
が
ら
、
日
本
で
も
い
ま
「
治
療
開

国立成育医療研究センター
小児がんセンター血液腫瘍科

富澤 大輔 先生

図1

＜プロフィール＞
東京医科歯科大学卒業。医学博士。
専門分野は小児血液・腫瘍学、特に小児白血病。
日本小児科学会専門医/日本小児血液・がん学会専門医、指導医
/日本血液学会専門医、指導医/日本造血・免疫細胞療法学会造
血細胞移植認定医/日本がん治療認定医機構がん治療認定医

Thank you 
for your 
attention !!

拠
点
病
院
と
連
携
す
る
地
域
の
医
療

特 集
連携する医療

富
澤
大
輔
先
生

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
小
児
が
ん
セ
ン
タ
ー
血
液
腫
瘍
科
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晩
期
合
併
症
は
小
児
が
ん
自
体
、
疾
患
自
体

で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
が
ん
を
治
す

た
め
の
化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
、
外
科
治
療

に
よ
っ
て
も
起
こ
り
え
ま
す
。
合
併
症
は
心
臓

や
血
管
、
肺
、
内
分
泌
臓
器
、
腎
臓
と
い
っ
た

臓
器
そ
の
も
の
へ
の
直
接
の
影
響
も
あ
れ
ば
、

低
身
長
、
性
腺
機
能
障
害
、
小
さ
い
子
の
が
ん

治
療
で
は
永
久
歯
が
生
え
な
い
、
な
ど
の
成
長

発
達
に
影
響
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
妊
娠
出
産
な
ど
生
殖
へ
の
影
響
や
、
二
次

が
ん
の
発
症
、
等
が
主
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

（
図
３
）

　

た
だ
晩
期
合
併
症
の
種
類
と
重
症
度
は
、
元

の
疾
患
の
種
類
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

治
療
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
白
血
病

な
ど
の
血
液
疾
患
で
は
、
造
血
細
胞
移
植
を
受

け
た
か
否
か
が
大
き
い
で
す
。
つ
ま
り
化
学
療

法
だ
け
で
治
療
を
し
た
場
合
は
内
分
泌
合
併
症

や
、
そ
の
他
の
身
体
的
合
併
症
、
神
経
・
認
知

合
併
症
な
ど
の
リ
ス
ク
は
比
較
的
低
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
固
形
が
ん
で
は
化
学

療
法
だ
け
で
な
く
手
術
や
放
射
線
治
療
な
ど
、

治
療
法
に
応
じ
て
リ
ス
ク
が
変
わ
り
ま
す
。
特

に
脳
腫
瘍
は
腫
瘍
が
発
生
し
た
脳
そ
の
も
の
に

対
す
る
手
術
や
、
高
用
量
の
放
射
線
の
照
射
が

必
要
に
な
る
な
ど
、
脳
そ
の
も
の
へ
の
侵
襲
が

大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
合
併
症
の
リ
ス
ク
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
き
ま
す
。（
図
４
）

　

な
ぜ
晩
期
合
併
症
が
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る

の
か
と
い
う
理
由
の
一
つ
は
、
や
は
り
小
児
が

ん
自
体
の
治
療
成
績
が
大
き
く
向
上
し
た
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
１
９
７
０
年
代
ま
で
は
な
か
な

か
治
ら
な
か
っ
た
の
が
、
70
年
代
半
ば
以
降
に

小
児
が
ん
全
体
の
約
半
数
の
患
者
さ
ん
が
治
癒

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
も

い
ろ
い
ろ
な
治
療
法
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
治
療

成
績
は
段
階
的
に
向
上
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
小
児
が
ん
の
５
年
生
存
率
は
80
％
以
上
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
小
児
が
ん

を
克
服
し
た
患
者
さ
ん
、
す
な
わ
ち
小
児
が
ん

経
験
者
は
数
と
し
て
も
増
え
て
い
て
、
現
在
で

は
成
人
の
６
０
０
人
か
ら
１
０
０
０
人
に
１
人

は
小
児
が
ん
経
験
者
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
小

児
が
ん
を
克
服
し
た
子
供
達
は
そ
の
後
の
人
生

が
長
い
わ
け
で
す
。
40
年
、
50
年
、
60
年
と
い

う
長
期
の
予
後
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

晩
期
合
併
症
に
よ
る
経
験
者
の
生
命
予
後
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
（
暮
ら
し
、
人
生
の
質
）
へ
の
悪
影
響
が

重
大
な
問
題
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
が
ご
ざ

い
ま
す
。（
図
５
）

治
し
た
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
い

　

図
６
の
写
真
の
ジ
ュ
リ
オ
・
ダ
ン
ジ
オ
先
生

は
、
ア
メ
リ
カ
の
放
射
線
に
よ
る
小
児
が
ん
治

療
の
専
門
家
で
し
た
。
ダ
ン
ジ
オ
先
生
は
小
児

が
ん
が
よ
う
や
く
半
分
く
ら
い
長
期
生
存
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
１
９
７
５
年
の
時
点
で
す
で

に〝
Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ
ｉ
ｓ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ
〞

と
い
う
言
葉
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
こ

れ
は
、「
今
日
う
ま
く
治
療
が
で
き
た
こ
ど
も

達
が
増
え
て
も
、
明
日
の
慢
性
疾
患
を
抱
え
た

成
人
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
治
癒
が
得
ら
れ
た
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
の
だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。
こ
の
言
葉
は
私
た
ち
小
児
が
ん
の
診

療
に
携
わ
る
者
と
っ
て
は
、
と
て
も
重
い
も
の

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。（
図
６
）

　

小
児
が
ん
の
生
存
率
は
今
や
80
％
と
言
い
ま

し
た
が
、
そ
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

図2

•
•
•

図3

図 4

図 5

•

•

•

•
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を
図
７
に
し
め
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
の
厚
労

科
研
黒
田
班
の
調
査
（
お
医
者
さ
ん
を
対
象
に

お
こ
な
っ
た
聞
き
取
り
調
査
）
に
よ
る
「
小
児

が
ん
経
験
者
６
６
８
名
の
状
況
」
に
つ
い
て

で
す
。
こ
れ
で
生
存
者
の
約
40
％
近
く
が
何
ら

か
の
晩
期
合
併
症
を
抱
え
て
い
る
現
状
が
わ
か

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
40
％
の
う
ち
の
37
％

が
複
数
の
症
状
を
抱
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
晩

期
合
併
症
を
抱
え
て
い
る
中
の
14
％
で
は
、
何

ら
か
の
生
活
や
社
会
活
動
制
限
を
経
験
し
て
い

ま
す
。（
図
７
）

　

ま
た
同
じ
黒
田
班
の
調
査
で
、
晩
期
合
併
症

は
ど
の
よ
う
な
症
状
が
多
い
の
か
も
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
も
っ
と
も
多
い
の
が
内

分
泌
の
合
併
症
、
同
じ
く
ら
い
多
い
の
が
骨
筋

肉
の
合
併
症
、
そ
の
他
、
視
聴
覚
や
皮
膚
、
成

長
、
神
経
認
知
な
ど
が
比
較
的
頻
度
の
高
い
合

併
症
で
す
。二
次
が
ん
や
不
妊
も
見
ら
れ
ま
す
。

（
図
８
）

　

図
９
は
米
国
の
小
児
が
ん
経
験
者
と
そ
の
同

胞
に
対
す
る
調
査
結
果
で
す
。
合
併
症
の
重
症

度
が
グ
レ
ー
ド
１
、２
、３
、４
、５
段
階
に
評
価

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
数
字
が
増
え
る
ほ
ど
重

症
と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
す
。
特
に
グ
レ
ー
ド

３
以
上
が
重
症
な
合
併
症
と
定
義
さ
れ
て
お
り

ま
し
て
、
グ
レ
ー
ド
４
に
な
る
と
、
命
に
関
わ

る
よ
う
な
合
併
症
、
グ
レ
ー
ド
５
は
死
亡
を
意

味
し
て
い
ま
す
。こ
の
調
査
全
体
で
見
ま
す
と
、

ま
ず
上
の
カ
ー
ブ
で
は
が
ん
の
診
断
後
５
年
の

時
点
で
既
に
４
割
近
く
が
軽
症
例
も
含
め
て
何

ら
か
の
合
併
症
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
25
年
ほ
ど
経
っ
て
く
る
と

右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
て
、
診
断
後
30
年
近

く
経
つ
と
７
割
ほ
ど
の
経
験
者
が
何
ら
か
の
合

併
症
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
特

に
注
目
す
べ
き
は
グ
レ
ー
ド
３
か
ら
５
で
、
こ

れ
は
間
違
い
な
く
何
ら
か
の
医
療
が
必
要
な
合

併
症
で
す
。
こ
れ
が
診
断
後
30
年
近
く
た
つ
と

30
％
弱
で
合
併
症
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
病
気
の
種
類
に

よ
っ
て
も
違
い
が
あ
っ
て
、
白
血
病
経
験
者
で

は
重
症
な
合
併
症
を
抱
え
て
過
ご
し
て
い
る
割

合
は
比
較
的
低
い
よ
う
で
す
が
、
肉
腫
や
脳
腫

瘍
で
は
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
こ
の

デ
ー
タ
で
は
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
９
）

　

日
本
の
調
査
に
し
て
も
、
図
９
の
ア
メ
リ
カ

の
調
査
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
小
児
が
ん
経

験
者
の
自
己
申
告
に
よ
る
も
の
で
す
。
ア
メ
リ

カ
の
セ
ン
ト
・
ジ
ュ
ー
ド
小
児
病
院
と
い
う
非

常
に
有
名
な
小
児
が
ん
の
専
門
病
院
（
メ
ン

フ
ィ
ス
）
で
は
経
験
者
に
対
し
て
濃
密
な
長
期

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
自

己
申
告
に
よ
る
各
合
併
症
の
頻
度
と
比
較
し

て
、
こ
の
よ
う
な
詳
し
い
検
査
を
し
て
み
る
と

何
ら
か
の
異
常
が
見
つ
か
っ
て
頻
度
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
小
児

が
ん
経
験
者
で
は
症
状
が
な
く
て
も
、
何
ら
か

の
晩
期
合
併
症
を
潜
在
的
に
抱
え
て
い
る
方
が

多
い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。（
図
１０
）

図7

図 6

図 8
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Ⅱ
．わ
が
国
の
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

体
制
と
課
題

　

小
児
が
ん
の
晩
期
合
併
症
に
適
切
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
と
て
も

た
い
せ
つ
な
こ
と
で
す
が
、我
が
国
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ロ
ス
（
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
）
の
問
題
で

す
。
図
11
は
、
こ
れ
も
少
し
古
い
調
査
で
は
あ

り
ま
す
が
、
１
９
８
０
年
か
ら
２
０
０
０
年
に

診
断
さ
れ
た
18
歳
未
満
の
小
児
が
ん
経
験
者

１
８
０
８
人
に
関
し
て
の
調
査
の
結
果
で
す
。

こ
の
う
ち
１
０
９
７
人
が
生
存
し
て
い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
実
に
３
割
近

い
２
９
６
人
で
直
近
２
年
間
、
外
来
の
受
診
が

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
た
だ

し
こ
の
追
跡
率
に
関
し
て
は
病
院
間
で
非
常
に

大
き
な
差
が
あ
っ
て
、
10
％
以
下
の
病
院
も
あ

れ
ば
、
90
％
以
上
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が

し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー
で
き
て
い
る
と
う
病
院
ま

で
、
か
な
り
の
施
設
間
格
差
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。（
図
１１
）

　

そ
こ
で
、
追
跡
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

理
由
を
先
ず
主
治
医
側
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
患

者
さ
ん
の
転
居
や
就
職
、
主
治
医
の
先
生
が
定

年
等
で
交
代
し
た
、
患
者
さ
ん
自
身
が
転
院
し

た
、
な
ど
理
由
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
実
に
76
％
で
原
因

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
次
に
患
者
さ
ん
側
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。
す
る
と
44
％
の

方
か
ら
、‘
自
分
で
も
う
何
も
問
題
が
な
く
な
っ

た
の
で
受
診
の
必
要
が
な
い
と
思
っ
た
’
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
24
％
の
方

は
、‘
お
医
者
さ
ん
か
ら
も
う
受
診
の
必
要
が

な
い
と
言
わ
れ
た
’
と
の
こ
と
で
す
。
以
上
か

ら
、
約
３
分
の
２
の
小
児
が
ん
治
療
後
の
患
者

さ
ん
・
ご
家
族
側
と
医
療
者
側
双
方
に
お
い
て
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
必
要
性
に
関
し
て
の
認
識

不
足
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
図
１２
）

　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ロ
ス
の
理
由
に
は
、
医
療

側
の
因
子
、
経
験
者
側
の
因
子
、
社
会
的
・
外

的
な
因
子
、
と
３
つ
の
大
き
な
因
子
が
あ
り
ま

す
。
医
療
側
の
因
子
と
し
て
、
お
医
者
さ
ん
の

異
動
や
定
年
、そ
の
際
の
引
継
ぎ
の
不
十
分
さ
、

小
児
科
医
の
数
が
足
り
な
い
こ
と
か
ら
医
師
側

の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
、
社
会
心
理
的
ケ
ア
な

ど
の
患
者
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
だ
け
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
や
連
携
体
制
が
不
足

し
て
い
る
、
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
幼

少
期
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
治
療
を
受
け
た
場

合
、
当
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
病
名
す
ら
も

本
人
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
一
定
の
年
齢
に
到
達
し
た
際
に
再
度

の
告
知
や
説
明
を
し
っ
か
り
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
不
十
分
で
し
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
経
験
者
自
身
の
認

識
不
足
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ロ
ス
の
要
因
に
な

り
得
ま
す
。

　

社
会
的
・
外
的
な
因
子
も
非
常
に
重
要
で
す
。

通
常
、
小
児
が
ん
は
小
児
慢
性
特
定
疾
病
な
ど

医
療
費
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
最

大
二
十
歳
ま
で
は
治
療
終
了
後
で
も
手
厚
い
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
二
十

歳
に
な
っ
た
と
た
ん
利
用
で
き
る
医
療
費
助
成

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
当
然
医
療
費
の
負
担

が
大
き
く
の
し
か
か
り
ま
す
。
ま
た
過
去
の
病

歴
の
た
め
生
命
保
険
に
加
入
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
こ
と
も
大
き
な
問
題
で
す
。
さ
ら
に
学
校

図10

図 11

図 12

図 13
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や
職
場
の
理
解
不
足
も
心
理
的
に
大
き
な
負
担

に
な
り
ま
す
。（
図
１４
）

　

こ
の
よ
う
な
過
去
の
調
査
の
結
果
、
我
が
国

に
お
け
る
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
問
題

が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
二
十
年
間

で
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
小
児
が
ん
患
者
さ
ん
は
何
ら
か
の
臨

床
試
験
に
参
加
す
る
か
た
ち
で
治
療
を
受
け
る

事
が
多
い
の
で
、
日
常
診
療
に
お
い
て
も
臨
床

研
究
グ
ル
ー
プ
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
言

え
ま
す
。
我
が
国
の
小
児
が
ん
臨
床
研
究
グ

ル
ー
プ
・
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｇ
（
日
本
小
児
が
ん
研
究
グ

ル
ー
プ
）
に
は
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
委
員

会
が
あ
り
様
々
な
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
標

準
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
第
一
歩
と
な

る
の
が
治
療
サ
マ
リ
ー
の
作
成
で
す
。
前
述
し

ま
し
た
よ
う
に
、
元
の
疾
患
は
治
療
選
択
に
大

き
く
関
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
晩
期
合
併
症
の
種

類
と
重
症
度
に
影
響
し
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し

て
目
の
前
の
経
験
者
の
疾
患
情
報
、
過
去
に
受

け
た
治
療
内
容
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
と

て
も
重
要
で
す
。
ま
た
本
邦
で
は
、
医
療
機
関

に
課
せ
ら
れ
た
カ
ル
テ
保
存
期
限
は
５
年
で
す

の
で
、
経
験
者
の
転
居
や
就
職
な
ど
で
フ
ォ

ロ
ー
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
情
報
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
非
常
に
大
き
い
で

す
。
治
療
終
了
後
に
共
通
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の

サ
マ
リ
ー
を
作
成
し
て
患
者
さ
ん（
経
験
者
側
）

に
お
渡
し
し
て
お
け
ば
、
通
院
す
る
医
療
機
関

が
変
わ
っ
て
も
情
報
の
共
有
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
サ
マ
リ
ー
を

し
っ
か
り
と
作
成
す
る
こ
と
で
晩
期
合
併
症
の

リ
ス
ク
を
６
段
階
に
層
別
化
し
て
、
今
後
可
能

性
の
あ
る
晩
期
障
害
を
あ
る
程
度
予
測
で
き
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
必
要
な
検
査
の
計
画
な
ど

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
低
リ

ス
ク
で
化
学
療
法
だ
け
し
か
受
け
て
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
一
般
診
療
に
よ
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
で
十
分
で
す
し
、
頭
に
高
用
量
の

放
射
線
を
受
け
た
り
、
同
種
造
血
細
胞
移
植
を

受
け
た
り
し
て
い
る
場
合
は
、
専
門
診
療
科
に

も
関
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
、
か
な
り
し
っ
か

り
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
図
１５
）

　

次
に
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
手
帳
の
作
成
で
す
。

こ
ち
ら
は
母
子
手
帳
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ

た
も
の
で
、
家
族
も
し
く
は
自
ら
が
こ
れ
を

持
っ
て
い
て
も
ら
い
、
受
診
時
の
記
録
で
す
と

か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
記
録
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
日
本
中
ど
こ
に
行
っ
て
も
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
継
続
に
役
立
ち
、
経
験
者
自
ら
健
康
管

理
を
主
体
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
作
成
さ
れ
て
活
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

（
図
１６
）

　

長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

も
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｇ
の
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員

会
を
中
心
に
２
０
１
３
年
に
初
版
が
作
ら
れ
ま

し
た
。最
近
に
な
っ
て
改
訂
版
が
出
版
さ
れ
て
、

こ
れ
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
必
要
な
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ

と
で
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
と
し
て
日
本

小
児
血
液
・
が
ん
学
会
が
主
催
す
る
長
期
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
が
毎
年
４
回
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
多
職
種
を
対
象
に
し
て
い
る
研

修
会
で
、
医
師
だ
け
で
は
な
く
看
護
師
さ
ん
や

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
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て
い
ま
す
。（
図
１７
）

　

長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来
で
は
、
ベ
ー
ス

と
な
る
治
療
サ
マ
リ
ー
の
情
報
を
基
に
、
患
者

さ
ん
が
年
齢
を
重
ね
て
い
く
と
と
も
に
体
の
仕

組
み
や
病
気
の
こ
と
、
将
来
起
こ
り
う
る
こ
と

に
つ
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
ワ
イ
ズ
に
教
育
啓
発
し

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
通
り
、
サ
マ
リ
ー
や
手
帳
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
、
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
が
徐
々

に
そ
ろ
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
そ
の
も
の
は
、
ま
だ
各
医
療
機
関
や
各

医
療
者
の
努
力
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
全
国

的
あ
る
い
は
組
織
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

に
ま
で
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。（
図
１８
）

　

さ
ら
に
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
大
き
な
壁

に
な
る
の
が
成
人
期
へ
の
移
行
、
す
な
わ
ち
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
問
題
で
す
。
当
然
な
が
ら
小

児
が
ん
経
験
者
の
誰
も
が
い
ず
れ
は
成
人
に
な

る
わ
け
で
す
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
小
児
科
医
に

診
て
も
ら
う
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
小

児
が
ん
の
患
児
は
十
分
な
病
名
告
知
を
受
け
て

い
な
い
場
合
も
あ
り
、
診
断
と
治
療
の
内
容
、

ま
た
晩
期
合
併
症
の
リ
ス
ク
な
ど
の
医
療
情
報

に
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
経
験
者
自
体

の
親
御
さ
ん
へ
の
過
剰
な
依
存
か
ら
自
己
管
理

能
力
を
欠
く
よ
う
な
こ
と
も
見
ら
れ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
親
御
さ
ん
自
身
も
、
患
児
に
対
す
る

過
剰
な
保
護
で
す
と
か
、
小
児
医
療
へ
の
精
神

的
依
存
に
よ
っ
て
、
自
立
を
求
め
ら
れ
て
し
ま

う
成
人
診
療
科
と
成
人
診
療
科
医
へ
の
不
信
に

つ
な
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
対
す
る
小
児
科
医
側
の
姿
勢
に
も
問
題
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
な
ん
と
な
く
自
分
の
患
者
さ

ん
や
家
族
を
手
元
か
ら
手
放
し
た
く
な
い
よ
う

な
感
覚
を
持
っ
て
し
ま
っ
て
、
小
児
が
ん
経
験

者
の
自
己
管
理
能
力
を
育
成
す
る
等
の
視
点
に

乏
し
い
、
と
い
う
側
面
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま

す
。（
図
１９
）

　

一
方
で
成
人
診
療
科
は
、
小
児
が
ん
経
験
者

の
持
つ
問
題
に
つ
い
て
の
知
識
や
関
心
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
り
、
共
感
が
少
な
か
っ
た
り
、
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
専
門
分
化
の
た

め
の
総
合
的
な
視
点
は
持
ち
に
く
い
、
な
ど
の

問
題
も
あ
り
、小
児
が
ん
経
験
者
か
ら
見
る
と
、

時
に
自
分
た
ち
の
問
題
を
丸
ご
と
受
け
止
め
て

く
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
不

満
に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
移
行
期
の
小
児
が
ん
の
特
徴
は
、
原
疾
患
に

対
す
る
治
療
は
終
了
し
治
っ
て
い
て
、
多
く
は

晩
期
合
併
症
対
策
が
中
心
で
す
。
晩
期
合
併
症

の
リ
ス
ク
は
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
治

療
サ
マ
リ
ー
が
あ
れ
ば
あ
る
程
度
予
想
可
能
で

す
。
つ
ま
り
治
療
サ
マ
リ
ー
や
長
期
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
手
帳
な
ど
の
保
持
が
と
て
も
重
要
な
わ

け
で
す
。
ま
た
、
成
人
期
に
な
っ
て
、
新
た
に

出
現
す
る
生
活
習
慣
病
、
ニ
次
が
ん
と
し
て
の

成
人
が
ん
に
対
し
て
は
成
人
特
有
の
治
療
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
速
や
か

な
成
人
医
療
へ
の
移
行
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

図
に
示
し
た
よ
う
に
早
期
か
ら
段
階
的
に
移
行

準
備
を
進
め
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

ま
ず
は
小
児
が
ん
の
診
断
、
治
療
開
始
の
時
点

か
ら
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
今
の
病
名
を
丁

寧
に
そ
し
て
し
っ
か
り
と
告
知
す
る
な
ど
の
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
心
が
け
る
こ

と
、
必
要
な
場
合
は
本
人
や
家
族
に
治
療
法
選

択
へ
の
関
与
を
促
す
こ
と
で
、
将
来
の
晩
期
合

併
症
の
可
能
性
を
予
測
し
て
お
く
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
す
。（
図
２０
）

　

一
方
、
成
人
期
の
小
児
が
ん
経
験
者
を
支
え

て
い
く
に
は
、
小
児
医
療
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
成
人
期
に
入
っ
て
か
ら
必
要
な
医
療

的
ケ
ア
は
、
技
術
的
に
は
小
児
医
療
の
枠
を
終

え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
経
験
者
に
理
解
を

促
し
て
支
援
す
る
こ
と
が
最
終
的
に
は
小
児
が

ん
経
験
者
の
自
立
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
小
児
が
ん
医
療
者
は
患
者
離
れ
を
上

手
に
行
い
な
が
ら
、
同
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

の
相
談
者
と
し
て
小
児
が
ん
経
験
者
を
陰
な
が

ら
支
え
る
姿
勢
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
主
治
医
の
交
代
や
転
勤
で
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
予
期
さ
れ
ず
に
中
断
し
た

り
、
疾
患
や
治
療
内
容
の
情
報
が
不
明
と
な
っ

て
重
要
な
医
療
情
報
が
参
照
で
き
な
く
な
る
等

の
事
態
を
避
け
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。

（
図
２１
）

図23

•
•
•

•
•

•
•
•

図22
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Ⅲ
．小
児
が
ん
拠
点
病
院
と

　

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

　

私
が
所
属
す
る
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
で
は
、
患
者
の
自
立
に
つ
な
げ
る
取
り
組

み
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で
水
曜
日

午
後
に
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来
を
設
け
て
、

清
谷
知
賀
子
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
看
護
師
さ

ん
た
ち
と
共
同
で
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来

を
運
営
し
て
い
ま
す
。（
図
２２
）

　

私
た
ち
の
病
院
の
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外

来
で
は
、
そ
こ
で
患
者
さ
ん
を
す
べ
て
抱
え
る
の

で
は
な
く
、
外
来
主
治
医
の
先
生
か
ら
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
形
で
、
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
図
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
の

治
療
終
了
後
に
治
療
サ
マ
リ
ー
を
主
治
医
側
が

作
っ
て
、
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
外
来
で
晩
期

合
併
症
の
リ
ス
ク
の
評
価
、
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
外
来
計
画
の
立
案
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

し
て
経
験
者
さ
ん
に
は
治
療
終
了
後
も
定
期
的

に
受
診
し
て
い
た
だ
い
て
、
年
齢
に
応
じ
て
繰

り
返
し
長
期
に
必
要
な
教
育
・
啓
発
な
ど
も
お

こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
ま
た
主
治
医
側

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
関
連
診
療
科
と
と
も

に
必
要
な
診
療
を
お
こ
な
う
仕
組
み
・
体
制
で

す
。
ま
た
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
は
小

児
科
の
病
院
で
す
の
で
、
例
え
ば
生
殖
医
療
の

分
野
な
ど
は
院
内
で
カ
バ
ー
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
部
分
に
つ
い
て
は
外
部
の
医
療
機
関

と
連
携
し
、
成
人
期
に
な
っ
た
ら
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
成
人
診
療
科
の
あ
る

医
療
機
関
に
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
し
ま
す
。（
図
２３
）

　

図
24
は
私
達
の
施
設
で
使
っ
て
い
る
啓
発
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
一
例
で
す
。
男
子
の
二
次
成

長
に
つ
い
て
で
す
が
、「
正
常
な
体
の
変
化
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
を
基
本
と
し
て
、
治
療

に
よ
っ
て
ホ
ル
モ
ン
＆
性
腺
機
能
障
害
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
性
腺
機
能
障
害

と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
れ
が

起
こ
る
原
因
と
な
る
治
療
も
理
解
で
き
る
内
容

で
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
っ

て
患
者
さ
ん
に
説
明
し
て
お
り
ま
す
。（
図
２４
）

　

図
25
は
女
子
版
で
す
。
ま
た
心
臓
合
併
症
の

話
、
肺
の
合
併
症
の
話
、
二
次
が
ん
の
話
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
私
た
ち
病
院
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
よ
か
っ
た
ら
御
参
照
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
小
児
が
ん
経
験
者
の
た
め
の
ト
ラ
ン

ジ
シ
ョ
ン
ス
テ
ッ
プ
も
つ
く
り
ま
し
た
。
年
齢

ご
と
に
、
小
児
が
ん
経
験
者
が
ど
こ
ま
で
理
解

で
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

作
っ
て
、
医
療
者
側
、
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族

側
が
段
階
的
に
現
状
を
把
握
し
ま
す
。
つ
ま
り

今
何
が
理
解
で
き
て
い
る
か
い
な
い
の
か
、
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
の
レ
ベ
ル
を
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。（
図
２５
、
図
２６
、
図
２７
、
図
２８
）

　

欧
米
と
異
な
っ
て
日
本
で
は
、
前
方
視
的
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
２
０
２
１
年
の
時
点
で

私
た
ち
は
４
５
０
名
の
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、

成
育
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
立
ち
上

げ
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研

究
は
、
登
録
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
に
年
一
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
っ
て
回
答
し
て
も
ら
う
仕

組
み
で
す
。（
図
２９
）

　

こ
の
よ
う
に
中
長
期
的
な
長
期
フ
ォ
ロ
ー

図25

図 24

図 26

図 27

図 28

図 29

図 30

図 31

図 32
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ア
ッ
プ
研
究
の
実
施
に
よ
っ
て
情
報
の
分
析
を

し
っ
か
り
お
こ
な
う
こ
と
で
、
将
来
の
患
者
さ

ん
の
合
併
症
の
軽
減
や
回
避
に
つ
な
が
る
よ
う

な
治
療
選
択
が
可
能
に
な
り
ま
す
。つ
ま
り
次
世

代
へ
の
情
報
還
元
と
い
う
こ
と
も
意
識
し
た
体
制

の
整
備
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
図
３０
）

　

わ
が
国
で
は
２
０
１
２
年
に
第
二
期
が
ん
対

策
推
進
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
、
小
児
が
ん

対
策
の
充
実
が
謳
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

翌
年
、
図
に
あ
り
ま
す
全
国
15
の
小
児
が
ん
拠

点
病
院
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。指
定
要
件
に
は
、

外
来
で
長
期
に
わ
た
り
診
療
で
き
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
地
域
の
医
療
機
関
等
で

連
携
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
小
児
が
ん
患
者
さ

ん
に
対
し
て
成
人
後
も
含
め
た
長
期
に
わ
た
る

診
療
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
３１
）

長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
連
係

　

以
上
の
よ
う
に
私
た
ち
国
立
成
育
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
も
含
め
て
小
児
が
ん
拠
点
病
院
が
指

定
さ
れ
る
な
ど
、
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制

は
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
い
る
が
現
状
で
す
。
し

か
し
、
小
児
が
ん
拠
点
病
院
で
治
療
を
受
け
て

い
る
患
者
さ
ん
は
小
児
が
ん
全
体
の
４
割
ほ
ど

で
す
。
で
は
他
の
病
院
は
ど
う
す
る
か
、
と
い

う
こ
と
も
問
題
で
す
。

　

そ
こ
で
２
０
１
８
年
に
策
定
さ
れ
た
の
が
第

３
期
の
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
で
は
、
小
児

が
ん
拠
点
病
院
以
外
の
地
域
の
連
携
病
院
で
の

診
療
体
制
に
つ
い
て
、
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
小

児
が
ん
連
携
病
院
を
３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分

け
て
、
小
児
が
ん
拠
点
病
院
が
そ
の
連
携
す
る

病
院
を
指
定
す
る
仕
組
み
で
す
。（
図
３２
）

　

小
児
が
ん
患
者
へ
の
長
期
の
診
療
体
制
強
化

の
た
め
に
、長
期
フ
ォ
ロ
ー
を
お
こ
な
っ
て
い
る

病
院
と
15
の
拠
点
病
院
で
は
日
本
小
児
血
液
・

が
ん
学
会
が
お
こ
な
っ
て
い
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
を
受
講
し
た
医
師
や
看
護
師
を
配
置

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
３２
）

　

現
在
は
図
の
よ
う
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
連
携

体
制
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
病
院
の
体
制
整
備
は
で
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
成
人
以
降
へ
の

対
応
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。（
図
３３
）

ま
と
め

　

私
た
ち
は
将
来
、
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
の
中
に
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
、
全
国
の
診
療
施
設
の
長
期
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
情
報
を
一
元
的
に
管
理
す
る
シ
ス

テ
ム
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
図
34
）

　

既
に
わ
が
国
の
小
児
が
ん
の
領
域
で
は
、
全

国
規
模
の
多
施
設
共
同
研
究
が
整
備
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、そ
れ
を
生
か
し
た
形
で
各
医
療

機
関
や
臨
床
研
究
の
た
め
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、

小
児
が
ん
経
験
者
お
よ
び
そ
の
家
族
と
連
携
し

て
、
情
報
の
授
受
を
お
こ
な
う
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ど
の
地
方
の
病
院
で
治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん

で
も
、
成
長
の
過
程
で
必
要
が
生
じ
れ
ば
こ
の

長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ

た
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。（
図
35
、36
）

（
了
）

ご
講
演
：
２
０
２
２
年
６
月
11
日　

つ
ば
さ
定
例
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
収
録

※
清
谷
千
賀
子
先
生
に
は
「
つ
ば
さ
妊
孕
性
セ
ミ

ナ
ー
（
第
２
回
：
２
０
２
１
年
６
月
21
日
）」
に
て
、

「
小
児
が
ん
治
療
に
お
け
る
妊
孕
性
の
タ
イ
ミ
ン
グ‒

男
子
と
女
子
、そ
れ
ぞ
れ
の
妊
孕
性
と
治
療
の
影
響
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
講
演
は

つ
ば
さ
の
サ
イ
ト「
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ひ
ろ
ば
」

http://tsubasa-npo.org/

の
２
１
１
２
号
34
ペ
ー
ジ

http://tsubasa-npo.org/hirobaPD
F/N
ew
sletter

21_12.pdf 

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図36

TThankk you
fforr yourr 
aattention !!

図35

図 34

図 33
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質
問
：
参
加
者
か
ら

　

8
月
に
承
認
が
下
り
た
‘
エ
バ
シ
ェ
ル
ド
’

の
対
象
疾
患
、
効
果
な
ど
に
つ
い
て
解
説
を
お

願
い
し
ま
す
。

魚
嶋
先
生

　

先
ず
、
早
期
承
認
を
申
請
す
る
ま
で
の
経
緯

を
橋
本
さ
ん
か
ら
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

橋
本

　

今
年
の
一
月
に
藤
田
医
科
大
学
血
液
内
科
の

冨
田
章
裕
先
生
に
よ
っ
て
、１
．血
液
疾
患
患
者

さ
ん
の
一
部
に
お
い
て
，
獲
得
抗
体
価
が
極
め

て
低
い
こ
と
、２
．特
に
悪
性
リ
ン
パ
腫
治
療
中

の
患
者
さ
ん
に
お
い
て
抗
体
の
獲
得
が
困
難
で

あ
る
こ
と
、３
．抗
体
の
獲
得
に
は
ワ
ク
チ
ン
接

種
時
の
Ｂ
リ
ン
パ
球
の
数
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

４
．ワ
ク
チ
ン
接
種
後
で
も
油
断
せ
ず
、引
き
つ

づ
き
感
染
予
防
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
の
共
同

研
究
グ
ル
ー
プ
の
研
究
結
果
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
重
要
な
こ
と
だ
な
、と
思
い
ま
し
た
。

も
と
よ
り
血
液
が
ん
の
当
事
者
は
診
断
時
に
白

血
球
が
非
常
に
低
い
場
合
も
あ
り
、
移
植
で
は

免
疫
が
ゼ
ロ
に
な
る
時
期
が
あ
る
、
な
ど
等
で

感
染
症
に
対
し
て
は
と
て
も
過
敏
に
な
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
冨
田
先
生
ら
の
ご
研
究
で
は
血

液
が
ん
の
一
部
に
抗
体
獲
得
が
困
難
な
人
た
ち

が
い
る
、
と
し
っ
か
り
裏
付
け
を
示
さ
れ
た
わ

け
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、「
で
は
そ
の
抗
体
獲
得

が
困
難
な
人
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ

う
」
と
思
っ
た
次
第
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
問
題
は
ま
だ
ま
だ
収
ま
り
そ
う
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
に
、
２
月
に
入
っ
て
直
ぐ
に
日
本
血
液

学
会
理
事
長
の
松
村
先
生
か
ら
、「
造
血
細
胞
移

植
後
や
リ
ツ
キ
サ
ン
投
与
後
な
ど
血
液
疾
患
患

者
さ
ん
の
一
部
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒

19
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
も
抗
体
が
で
き
ま
せ
ん
し
、

罹
患
す
る
と
重
症
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
患

者
さ
ん
を
対
象
に
し
た
新
規
抗
体
薬
Ａ
Ｚ
Ｄ

７
４
４
２
（
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
）
が
あ
り
、
米

国
で
は
す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｚ
Ｄ

７
４
４
２
は
半
減
期
は
3
カ
月
で
す
の
で
、
効

果
が
約
半
年
持
続
し
、
米
国
で
は
年
2
回
の
投

与
で
よ
い
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
効
果
が
減

弱
す
る
も
の
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
し
て
も
予

防
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
血
液
学
会

か
ら
は
既
に
早
期
承
認
の
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
患
者
会
か
ら
も
要
望
書
を
提
出
し
て
も

ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
ご
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
直
ぐ
に
厚
生
労
働
大
臣
宛
に

「
早
期
承
認
の
お
願
い
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
同

　

１０
月
１
日
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
リ
ン
パ

系
腫
瘍
」
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
９
月
に
臨
床
現

場
で
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
中
和
抗
体
薬
・
エ
バ
シ
ェ
ル
ド

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ば
さ
は
エ

バ
シ
ェ
ル
ド
の
早
期
承
認
を
厚
労
省
に
嘆
願
し

た
立
場
か
ら
も
、
こ
の
質
問
へ
の
解
説
を
た
い

せ
つ
な
こ
と
と
思
い
こ
こ
に
再
現
い
た
し
ま
す
。

＜ご回答とアドバイス＞

京都第二赤十字病院血液内科／
セミナー「リンパ系腫瘍」座長

魚嶋 伸彦 先生

新
型
コ
ロ
ナ
中
和
抗
体
薬
・
エ
バ
シ
ェ
ル
ド

特 集
新薬とアドバイス

魚
嶋 

伸
彦 

先
生

京
都
第
二
赤
十
字
病
院
血
液
内
科
／
セ
ミ
ナ
ー
「
リ
ン
パ
系
腫
瘍
」
座
長
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時
に
北
村
さ
ん
（
同
会
場
で
講
話
）
と
そ
の
Ａ

Ｌ
Ｌ
仲
間
が
ち
ょ
う
ど
活
動
を
開
始
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
相
談
を
持
ち
か
け
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
．
ｏ
ｒ
ｇ
で
要
望
へ

の
賛
同
の
輪
を
広
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

魚
嶋
先
生

　

学
会
初
め
皆
さ
ん
の
素
早
い
動
き
の
お
か
げ

も
あ
り
、Ａ
Ｚ
Ｄ
７
４
４
２（
承
認
後
の
商
品
名

は
エ
バ
シ
ェ
ル
ド
）は
８
月
に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
抗
体
薬
に
つ
い
て
以
下
に
説
明
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
わ
か
り
や
す
く
い
う
と
、
偽

物
の
ウ
イ
ル
ス
（
ウ
イ
ル
ス
を
構
成
す
る
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
な
ど
の
一
部
分
）
を
打
っ
て
、
そ
れ
に
対

し
て
人
間
の
免
疫
力
で
抗
体
を
作
っ
て
、
次
に

本
物
の
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
き
た
時
に
あ
ら
か

じ
め
作
っ
て
お
い
た
抗
体
で
対
抗
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て

も
抗
体
が
で
き
な
い
免
疫
力
が
低
下
し
患
者
さ

ん
が
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
免
疫
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
抗
体
そ
の
も
の
を
筋
肉
注
射
し
よ
う
と

い
う
薬
剤
が
開
発
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
実
際
に

は
、
中
和
抗
体
薬
チ
キ
サ
ゲ
ビ
マ
ブ
と
シ
ル
ガ

ビ
マ
ブ
と
い
う
二
つ
の
抗
体
を
同
時
に
筋
肉
注

射
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
薬
剤
が
、
今
回
迅
速

に
審
査
さ
れ
て
認
可
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

基
本
的
な
対
象
は
、
濃
厚
接
触
者
な
ど
で
は

な
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒

19
に
暴
露
さ
れ
て
い
な

い
し
当
然
感
染
し
て
い
な
い
、
し
か
し
ワ
ク
チ

ン
を
打
っ
て
も
抗
体
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
で
す
。
な
お
、
感
染

し
発
症
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
症
状
が
悪
く

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
治
療
薬
と
し
て
も
効
果

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
供
給
量
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
、
治
療
に
つ
い
て
は
他
に
使
用

可
能
な
薬
剤
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
あ
く

ま
で
も
予
防
薬
と
し
て
の
み
薬
剤
が
供
給
さ
れ

ま
す
。

　

現
時
点
（
２
０
２
２
年
10
月
１
日
）
で
国
が

供
給
で
き
る
数
は
発
症
抑
制
で
の
使
用
を
想
定

し
て
15
万
人
分
で
す
。
日
本
国
内
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
さ
ん
の
同
居
家
族
ま

た
は
共
同
生
活
者
な
ど
の
濃
厚
接
触
者
で
は
な

い
ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
て
も
抗
体
が
で
き
な
い
免

疫
力
が
低
下
し
た
患
者
さ
ん
（
血
液
疾
患
患
者

さ
ん
、
固
形
臓
器
移
植
患
者
さ
ん
や
原
発
性
免

疫
不
全
な
ど
の
方
）が
対
象
と
な
る
と
、そ
の
患

者
さ
ん
の
数
は
お
そ
ら
く
16
万
人
く
ら
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
国
と
し
て
は
充
分
供
給

で
き
る
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
が
こ

の
薬
の
適
用
に
な
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
対
象

と
な
る
の
が
一
年
以
内
に
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
（
リ

ツ
キ
サ
ン
）
や
ガ
ザ
イ
バ
な
ど
の
抗
Ｃ
Ｄ
20
抗

体
に
よ
る
治
療
を
受
け
た
患
者
さ
ん
で
す
。
実

際
に
こ
れ
ら
の
治
療
薬
の
投
与
を
一
年
以
内
に

受
け
た
患
者
さ
ん
は
、
全
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
比
較
的
高
い
確
率
で
抗
体
が
低
力
価
で
し
た
。

我
々
京
都
府
立
医
科
大
学
お
よ
び
関
連
病
院
で

の
共
同
研
究
で
も
そ
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　

ま
た
イ
ム
ブ
ル
ビ
カ
や
カ
ル
ケ
ン
ス
（
ブ
ル

ト
ン
型
チ
ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
阻
害
薬
）
を
投
与

さ
れ
て
い
る
患
者
も
抗
体
が
で
き
て
い
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
造
血
幹
細
胞
移
植（
骨

髄
移
植
、
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
、
さ
い
帯
血
移

植
）
を
受
け
た
患
者
さ
ん
で
、
慢
性
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ

な
ど
の
た
め
に
免
疫
抑
制
剤
を
使
用
し
て
い
る

患
者
さ
ん
も
抗
体
が
で
き
に
く
い
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血
液
悪
性
疾
患
の

治
療
で
強
力
な
化
学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
患

者
さ
ん
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
疾

患
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
患
者
さ
ん
や
原
発
性
免
疫
不
全

症
患
者
さ
ん
、
肺
移
植
患
者
さ
ん
や
固
形
臓
器

移
植
を
受
け
て
１
年
以
内
の
患
者
さ
ん
も
対
象

に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
閲
覧
す
る
と
、
対
象
疾
患
の
リ
ス
ト
が
上

が
っ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

薬
剤
の
投
与
は
、
３
cc
を
２
本
筋
肉
注
射
し

ま
す
。
筋
肉
注
射
と
し
て
は
量
が
多
い
の
で
、

通
常
は
お
尻
の
左
右
２
か
所
に
注
射
し
ま
す
。

こ
の
エ
バ
シ
ェ
ル
ド
は
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で

認
可
が
下
り
た
の
で
、
我
々
に
も
情
報
が
入
っ

て
き
た
ば
か
り
と
い
う
状
況
で
す
。
い
ま
各
病

院
で
こ
の
薬
剤
の
投
与
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

体
制
を
急
遽
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
病
院
に
よ
っ
て
は
抗
体
価
を
実
際
に
測

定
し
て
、
抗
体
価
が
低
い
患
者
さ
ん
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
く
と
い
う
対
応
を
と
る
施
設
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。薬
代
は
国
が
負
担
し
ま
す
。

た
だ
こ
の
注
射
を
打
つ
た
め
の
手
技
料
や
再
診

料
、
抗
体
価
を
測
る
等
の
費
用
は
、
患
者
さ
ん

に
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
病
院
に
よ
っ
て
多
少
変
わ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
数
千
円
く
ら
い
ま
で
だ
と
思
い
ま
す
。
効

果
は
お
そ
ら
く
半
年
は
続
く
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
有
効
率
や
副
反
応
が
ど
の
程
度

な
の
か
な
ど
未
知
の
部
分
も
あ
る
の
も
事
実
で

す
。
実
際
に
こ
の
薬
剤
の
投
与
を
受
け
る
か
は

主
治
医
の
先
生
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
１０
月
１
日

つ
ば
さ
リ
ン
パ
系
腫
瘍
ｉ
ｎ
京
都
で
収
録

魚
嶋
先
生
か
ら
の
追
加
ア
ド
バ
イ
ス

11
月
中
旬
現
在

　

11
月
中
旬
現
在
、
当
院
（
京
都
第
二
赤
十
字

病
院
）
で
は
リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
や
ガ
ザ
イ
バ
投
与

中
、
あ
る
い
は
投
与
後
１
年
以
内
の
悪
性
リ
ン

パ
腫
患
者
さ
ん
を
中
心
に
多
数
の
患
者
さ
ん
に

こ
の
薬
剤
（
エ
バ
シ
ェ
ル
ド
）
の
注
射
を
行
っ

て
い
ま
す
。
造
血
幹
細
胞
移
植
後
の
患
者
さ
ん

や
化
学
療
法
を
実
施
し
て
い
る
リ
ン
パ
腫
以
外

の
血
液
悪
性
腫
瘍
の
患
者
さ
ん
に
も
投
与
し
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
は
目
立
っ
た
副
反
応
は
生

じ
て
い
ま
せ
ん
し
、
３
㏄
を
２
か
所
と
い
う
の

も
意
外
に
痛
み
も
少
な
く
安
全
に
筋
肉
注
射
で

き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
ア
レ
ル

ギ
ー
歴
な
ど
を
十
分
考
慮
し
て
主
治
医
の
先
生

の
説
明
を
十
分
聞
い
て
投
与
を
受
け
る
か
否
か

を
決
定
す
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
院
で
も
説
明
文
書
も
お
渡
し
、
十
分
な
時
間

を
か
け
て
相
談
し
た
う
え
で
投
与
に
つ
い
て
判

断
し
て
い
ま
す
。
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つ
い
に
完
成
し
て
、
間
も
な
く
公
開
が
開
始

す
る
映
画
『
み
ん
な
生
き
て
い
る
〜
二
つ
目
の

誕
生
日
』。
樋
口
く
ん
か
ら
シ
ナ
リ
オ
を
見
せ

て
も
ら
い
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
い
た
監
督
を

紹
介
さ
れ
て
…
、
あ
れ
か
ら
3
年
の
月
日
が
流

れ
て
一
つ
の
映
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

樋
口
く
ん
か
ら
最
初
に
「
自
分
の
体
験
を
映

画
に
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
応
援
し
て
も
ら

え
ま
す
か
？
」
と
聞
い
た
と
き
、
私
か
ら
即
座

に
出
た
言
葉
は
「
俳
優
の
あ
な
た
に
と
っ
て
、

映
画
を
創
ら
な
い
と
治
療
（
非
血
縁
移
植
）
は

完
了
し
な
い
の
よ
ね
？
も
ち
ろ
ん
応
援
す
る
か

ら
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
で
し
た
。
樋
口
く
ん

と
い
う
俳
優
で
あ
る
血
液
が
ん
の
患
者
さ
ん
が

目
指
す
「
完
了
」
は
、き
っ
と
映
画
な
ん
だ
な
、

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
樋
口
く
ん
か
ら
両
沢
監

督
を
紹
介
さ
れ
て
、
映
画
監
督
と
い
う
お
立
場

の
仕
事
振
り
を
身
近
に
拝
見
で
き
る
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
実
は
私
、
大
学
生
の

こ
ろ
‘
映
画
評
論
家
に
な
り
た
い
’
と
夢
想
し

た
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
の
映
画
好
き
で
す
。
一
方

で
本
好
き
で
も
あ
り
ま
す
が
、
本
を
ど
う
創
る

の
か
は
な
ん
と
か
想
像
で
き
ま
す
が
、
映
画
と

い
う
多
職
種
が
参
加
す
る
（
と
思
わ
れ
る
）
芸

術
作
品
の
創
造
に
は
思
い
が
及
び
ま
せ
ん
。
映

画
製
作
の
現
場
を
一
度
見
て
み
た
い
…
そ
ん
な

「
下
心
」
が
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
少
し
ず
つ

進
ん
で
行
く
作
品
創
り
を
何
回
か
ナ
ナ
メ
か
ら

拝
見
で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
わ
く
わ
く
す
る

貴
重
な
経
験
で
し
た
。

橋
本
明
子

|
映
画
の
道
は
い
つ
頃
か
ら
目
指
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

埼
玉
県
に
生
ま
れ
て
最
初
は
蕨
市
で
育
ち
ま

し
た
が
、
そ
の
後
浦
和
市
（
現
在
は
浦
和
区
）

に
転
居
し
ま
し
た
。
家
族
構
成
は
父
、
母
、
姉
、

私
の
四
人
家
族
で
す
。

　

父
の
仕
事
の
都
合
で
転
校
が
多
か
っ
た
の
で
、

一
人
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
ラ
ジ
オ

を
自
作
し
た
り
、
天
体
観
測
を
し
た
り
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
理
系
少
年
で
し
た
。
将
来
の
夢

は
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
飛
行
機
の
設
計
技
師
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、宮
崎
駿
監
督
の「
風

立
ち
ぬ
」
は
幼
少
期
の
夢
に
ピ
ッ
タ
リ
の
作
品

で
、
映
画
館
に
４
回
も
見
に
行
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
と
言
っ
て
も
理
系
の
成
績
が
思
っ
た
ほ

ど
向
上
し
な
か
っ
た
の
で
、
大
学
は
商
学
部
に

進
み
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
の
街
浦
和
で
育
っ
た
の
で
サ
ッ

カ
ー
を
習
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

|
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
夢
も
あ
り
つ
つ
、
映
像
（
テ

レ
ビ
、
映
画
）
を
通
し
て
社
会
と
か
か
わ
る
仕

事
へ
と
つ
な
が
っ
た
入
り
口
（
き
っ
か
け
）
は

　

専
攻
は
商
学
部
で
し
た
が
、
大
学
に
入
る
と

自
主
制
作
映
画
に
熱
中
し
ま
し
た
。
学
生
が
８

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
映
画
を
作
る
の
が
ち
ょ
っ
と

し
た
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
て
、
各
大
学
の
映
画

サ
ー
ク
ル
は
競
い
合
う
よ
う
に
映
画
を
作
り
、

そ
れ
を
発
表
す
る
映
画
祭
な
ど
も
盛
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
映
画
好
き
の
多
く
の
友
人
た
ち

は
就
職
時
に
な
る
と
普
通
の
企
業
に
就
職
し
た

の
で
す
が
、
私
は
挑
戦
し
た
い
と
思
い
、
映
画

会
社
日
活
の
試
験
を
受
け
、
助
監
督
と
し
て
働

き
だ
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
キ
ャ
リ
ア
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。

|
映
画
監
督
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
立
場

（
職
種
）
で
し
ょ
う
か
？

　

実
に
難
し
い
質
問
で
す
ね
。

　

映
画
監
督
も
大
き
く
分
け
る
と
二
通
り
い
る

と
思
い
ま
す
。
依
頼
さ
れ
た
仕
事
を
う
ま
く
こ

な
す
職
人
的
な
監
督
。
自
分
の
考
え
や
世
界
観

を
打
ち
出
し
た
作
品
を
作
る
作
家
的
監
督
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
両
極
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、

多
く
の
監
督
は
、そ
の
中
間
点
の
ど
こ
か
に
自
分

の
居
場
所
を
見
つ
け
よ
う
と
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
く
の
俳
優
や
ス
タ
ッ
フ

＜プロフィール＞
1960年11月24日生まれ、埼玉県出身。明治大学商学部卒業後、
日活撮影所に入社。30本あまりの作品に助監督として参加する。
後にフリーランスとなり、数多くの作品で脚本・監督・プロデュー
スを手がける。
＜作品＞
・テレビドラマ
「お金がない !」「味いちもんめ」シリーズ
「ナースのお仕事」シリーズ
「女教師」「せいぎのみかた」「傷だらけの女」「ヨイショの男」「ドー
ル・ハウス」「幸せになりたい」「警部補・杉山真太郎」「下剋上受験」
など多数。
・映画
「キープ・オン・ロッキン」（製作・脚本・監督）
「ナースのお仕事　ザ・ムービー」（脚本・監督）
「Dear Friends　ディア・フレンズ」（脚本・監督）
「BABY　BABY　BABY!」（脚本・監督）
「御手洗薫の愛と死」（脚本・監督）
「TAP～The Last Show」（脚本のみ）水谷豊第一回監督作品
「みんな生きている～二つ目の誕生日～」（脚本・監督）

両
沢 

和
幸 

監
督

映
画
『
み
ん
な
生
き
て
い
る
〜
二
つ
目
の
誕
生
日
』」 

　
　
　
　

―
―
患
者
：
彼
が
失
っ
た
物
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
視
点
で
描
き

　
　
　
　

―
―
ド
ナ
ー
：
そ
の
心
持
ち
の
純
粋
さ
は
私
の
想
像
を
超
え
て

特 集
Interview
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と
仕
事
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
集
団

を
ま
と
め
る
力
が
必
要
で
す
。
か
と
い
っ
て
皆

の
意
見
ば
か
り
聞
い
て
い
て
は
作
品
に
な
ら
な

い
の
で
、
独
断
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
も
多

い
で
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
に
い
つ
も
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。

|
で
は
こ
こ
か
ら
映
画『
み
ん
な
生
き
て
い
る
』

を
監
督
さ
れ
た
両
沢
さ
ん
に
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

樋
口
く
ん
が
最
初
に
今
回
の
制
作
に
つ
い
て

相
談
し
た
と
き
、
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
？　

た
し
か
最
初
の
頃
に「
こ
れ
は
行
け
る
！
」で
は

な
か
っ
た
と
お
聞
き
し
た
記
憶
が（
笑
）。「
何

と
か
な
る
か
も
」
で
は
な
く
、「
う
ー
ー
ん
、

ち
ょ
っ
と
な
あ
」
だ
っ
た
よ
う
な
…
。
そ
れ
が

「
何
と
か
し
て
や
ろ
う
か
」
に
な
っ
た
の
だ
よ
、

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
ね
。（
笑
）

　

白
血
病
を
描
い
た
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
、

ご
存
知
の
よ
う
に
、
今
ま
で
に
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
他
の
重
病
を
扱
っ
た
作
品
も
含
め
て
「
難

病
も
の
」
と
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
て
し
ま
う

ジ
ャ
ン
ル
で
す
。
実
際
に
闘
病
さ
れ
た
方
々
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
忘

れ
が
た
い
体
験
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ

た
経
験
の
な
い
観
客
に
と
っ
て
は
「
ま
た
難
病

も
の
？
」
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る

の
で
す
。

　

樋
口
君
の
話
も
最
初
に
聞
い
た
時
に
は
そ
の

リ
ス
ク
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
詳
し
く
聞

い
て
い
く
と
、
今
ま
で
の
作
品
で
は
描
か
れ
な

か
っ
た
リ
ア
ル
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。と
同
時
に「
骨
髄
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー

側
の
葛
藤
を
描
い
た
作
品
は
今
ま
で
に
な
い
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
二
点
を
膨
ら
ま
せ
て
行

け
ば
、
新
し
い
視
点
、
切
り
口
で
「
難
病
も
の
」

が
描
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

|
創
っ
て
み
る
か
、と
思
わ
れ
て
か
ら
徐
々
に
、

樋
口
く
ん
の
背
景
を
彩
る
ご
家
族
、
友
人
、
郷

里
の
人
々
、
医
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の

出
会
い
を
重
ね
ら
れ
た
の
だ
と
理
解
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
印
象
な
ど
を

　

こ
の
映
画
は
大
き
く
二
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

　

前
半
は
白
血
病
を
発
症
し
た
主
人
公
桧
山
大

介
（
樋
口
君
の
役
名
）
の
話
。
こ
れ
は
樋
口
君

の
体
験
を
聞
き
な
が
ら
脚
本
を
書
き
ま
し
た
。

た
だ
何
処
ま
で
行
っ
て
も
闘
病
の
本
当
の
辛
さ

や
痛
み
は
理
解
出
来
な
い
の
で
、
彼
が
病
気
に

よ
っ
て
失
っ
た
物
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
視
点
で

描
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
彼
は
25
歳
の
時
に
発

症
し
30
歳
の
時
に
骨
髄
移
植
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
5
年
間
、
予
後
も
含
め
る
と
7
〜
8
年
近

く
の
年
月
は
、
何
か
で
身
を
立
て
よ
う
と
し
て

い
る
若
者
に
と
っ
て
大
事
な
時
間
で
す
。
失
っ

た
も
の
も
大
き
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
ド
ナ
ー
と
な
っ
た
女
性
の
話
で
す
。

実
際
に
ド
ナ
ー
体
験
を
し
た
女
性
の
話
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
に
血
液
系
の
病

気
で
入
院
し
た
彼
女
は
、
同
じ
病
院
で
知
り

合
っ
た
同
世
代
の
女
の
子
が
白
血
病
で
死
ん
だ

こ
と
を
知
り
ま
す
。
成
人
後
、
自
分
で
も
役
に

立
て
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ド
ナ
ー
登
録
し

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
か
ら
連
絡

が
来
た
時
、「
こ
れ
で
や
っ
と
私
の
出
番
が
来

た
！
」
と
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
心
持
ち
の

純
粋
さ
は
私
の
想
像
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
二
度
目
の
ド
ナ
ー
登
録
は
家
族
に
反
対
さ

れ
、
断
念
し
た
そ
う
で
す
。
映
画
の
中
で
松
本

若
菜
さ
ん
が
演
じ
る
ド
ナ
ー
役
は
彼
女
の
印
象

を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

|
臨
床
現
場
を
再
現
す
る
難
し
さ
、
と
、
あ
く

ま
で
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
商
業
映
画
で

あ
る
点
と
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
？

　

こ
の
映
画
の
特
徴
は
、
実
際
に
白
血
病
を
体

験
し
た
俳
優
が
自
ら
主
人
公
を
演
じ
る
と
い
う

点
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
彼
を
取
り
巻
く
状

況
や
配
役
は
な
る
べ
く
樋
口
君
の
体
験
に
近
い

も
の
に
し
ま
し
た
。
芝
居
や
映
像
の
タ
ッ
チ
、

カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
な
ど
も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に

近
い
形
を
取
り
ま
し
た
。
後
半
の
ド
ナ
ー
の

パ
ー
ト
は
想
像
で
書
い
て
い
る
部
分
が
多
い
の

で
、
前
半
と
は
違
い
よ
り
劇
映
画
的
に
（
時
に

は
笑
い
も
含
め
て
）
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

風
な
演
出
に
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
オ
ペ
シ
ー
ン
で
は
、
奈

良
県
立
医
科
大
学
病
院
で
実
際
に
骨
髄
採
取
に

携
わ
っ
て
い
た
こ
と
の
あ
る
吉
井
由
美
先
生

に
、
出
演
及
び
監
修
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
お

陰
様
で
リ
ア
ル
な
骨
髄
採
取
シ
ー
ン
が
撮
影
出

来
ま
し
た
。
吉
井
先
生
を
ご
紹
介
し
て
下
さ
っ

た
橋
本
明
子
さ
ん
に
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ち
な
み
に
橋
本
さ
ん
に
は
主
人
公
の
母
親
が

闘
病
に
つ
い
て
相
談
す
る
電
話
の
相
手
と
し

て
、声
の
み
で
す
が
出
演
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
素
晴
ら
し
い
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。

|
こ
の
映
画
に
つ
い
て
監
督
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

を
お
願
い
し
ま
す

　

骨
髄
移
植
経
験
者
が
自
ら
演
じ
る
圧
倒
的
な

リ
ア
リ
テ
ィ
。
決
し
て
出
会
う
事
の
な
い
患
者

と
ド
ナ
ー
の
不
思
議
な
関
係
。
今
ま
で
に
な
い

医
療
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
出
来
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

俳
優
樋
口
大
悟
に
と
っ
て
は
、
生
涯
の
一
本

と
な
る
映
画
で
す
。
ぜ
ひ
、
劇
場
に
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　

樋
口
く
ん
は
舞
台
や
映
画
や
テ
レ
ビ
に
出
演

す
る
俳
優
さ
ん
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
監
督
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
作
家
に
会
い
、
仕
事
を
一

緒
に
し
て
き
て
い
る
は
ず
で
す
。
今
回
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
だ
け
で
な
く
、
創
作
過
程
で
何
度
か

お
話
し
た
時
に
も
両
沢
さ
ん
に
つ
い
て
感
じ
て

い
た
こ
と
で
す
が
、さ
す
が
、樋
口
く
ん
が
「
こ

の
人
に
お
願
い
し
よ
う
」
と
考
え
た
監
督
だ
と

思
い
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
11
月　

橋
本
明
子
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両沢監督　撮影の日々

台本の解釈をめぐって意見交換 2021年 7月 7日にクランクイン

本番前に入念に動きの確認 実際の友人たちも俳優として出演

撮ったばかりの映像をチェックする 使われなくなった病院でのロケ撮影

決して会う事のないドナーの方に感謝！ クランクアップに感極まる主演と監督
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完成した映画 「みんな生きている～二つ目の誕生日～」
来春より公開
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２
０
０
１
年
に
日
本
で
も
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
分
子
標
的
薬
は
、慢
性
骨
髄
性
白
血
病
・

Ｃ
Ｍ
Ｌ
治
療
の
様
相
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
診
断
か
ら
適
当
な
時
期
に
骨
髄

移
植
を
し
な
け
れ
ば
３
年
〜
５
年
で
急
性
転
化

を
起
し
て
し
ま
う
疾
患
で
し
た
。
そ
れ
が
「
こ

の
薬
を
服
用
し
続
け
れ
ば
長
く
生
き
ら
れ
る
」

と
い
う
薬
が
登
場
し
た
わ
け
で
す
。

　

で
も
一
方
で
、
飲
ん
で
み
れ
ば
そ
れ
な
り
の

副
作
用
も
あ
っ
て
、
か
な
り
高
い
支
払
い
も
続

く
と
い
う
面
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
特

徴
と
の
付
き
合
い
は
な
か
な
か
し
ん
ど
く
て
、

当
然
な
が
ら
白
血
病
は
軽
く
な
い
疾
患
で
も
あ

り
、
先
行
き
が
見
え
な
い
道
に
乗
り
出
す
不
安

は
メ
ン
タ
ル
的
に
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

つ
ば
さ
で
は
分
子
標
的
薬
が
承
認
さ
れ
た
頃

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
血
液
内
科
の
先
生
に
「
Ｃ

Ｍ
Ｌ
の
疾
患
解
説
と
分
子
標
的
薬
の
解
説
」
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
宮
村
先
生
も
そ
の
中

の
お
一
人
で
す
。
一
方
、
各
地
で
開
催
す
る
セ

ミ
ナ
ー
で
、
Ｃ
Ｍ
Ｌ
を
分
子
標
的
薬
で
維
持
し

続
け
て
い
る
経
験
を
稲
葉
さ
ん
に
何
度
も
お
願

い
し
て
来
ま
し
た
。

　

薬
を
処
方
し
て
患
者
さ
ん
の
長
期
闘
病
を
支

え
る
医
師
と
、
そ
の
薬
で
疾
患
を
治
療
し
な
が

ら
人
生
の
日
々
を
過
ご
す
患
者
さ
ん
。
お
二
人

の
お
話
か
ら
浮
か
び
上
が
る
た
い
せ
つ
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
や
は
り
長
期
闘
病
の
基
本
の
「
担
当

の
先
生
と
よ
く
話
し
合
う
」
こ
と
の
た
い
せ
つ

さ
、
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

８
月
の
よ
く
晴
れ
た
日
に
、
稲
葉
さ
ん
と
待

ち
合
わ
せ
て
総
合
犬
山
中
央
病
院
を
お
訪
ね
し

ま
し
た
。
大
学
病
院
や
大
都
市
の
中
央
病
院
の

「
三
時
間
待
ち
の
三
分
診
療
」
と
言
わ
れ
る
混

雑
ぶ
り
は
み
ら
れ
ず
、
正
面
玄
関
の
内
外
に
穏

や
か
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
副
院

長
も
兼
ね
る
診
療
部
長
の
宮
村
先
生
、
さ
ぞ
お

忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
訪
問
に
合
わ
せ
て
余

裕
を
持
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
空
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

先
ず
は
宮
村
先
生
か
ら
、「
Ｃ
Ｍ
Ｌ
治
療
の
新

し
い
課
題
」
と
し
て
基
本
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
（
27
ペ
ー
ジ
〜
29
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
稲
葉
さ

ん
か
ら
は
、
１６
年
に
及
ぶ
Ｃ
Ｍ
Ｌ
と
の
付
き
合

い
方
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
橋
本
）

総合犬山中央病院　正面ロビー

慢性骨髄性白血病・CMLとの長い尽き合い
主治医と患者の二人三脚で息長く

宮村耕一先生（総合犬山中央病院血液内科）／
稲葉恵美さん（慢性骨髄性白血病（CML)患者・家族の会「いずみの会」）

特 集
長期闘病
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総
合
犬
山
中
央
病
院
血
液
内
科
部
長

宮
村
耕
一
先
生

は
じ
め
に

　

か
つ
て
は
移
植
の
み
完
治
を
期
待
で
き
た
慢

性
骨
髄
性
白
血
病
（
Ｃ
Ｍ
Ｌ
）
は
２
０
０
１
年

に
臨
床
現
場
で
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
分
子
標

的
薬
の
お
か
げ
で
、
現
在
ほ
ぼ
ほ
と
ん
ど
の
患

者
さ
ん
が
仕
事
や
学
業
を
続
け
な
が
ら
治
療
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
２
０
０
０
年
ま
で
と
２
０
０
１
年
か
ら

の
Ｃ
Ｍ
Ｌ
診
断
後
の
対
応
は
、
医
療
側
に
と
っ

て
も
患
者
側
に
と
っ
て
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
、①
家
族
や
職
場
の
理
解
の
推
進
、

②
主
治
医
だ
け
で
な
く
自
分
自
身
で
の
デ
ー
タ

や
健
康
管
理
、
③
以
上
の
２
点
を
経
て
目
指
す

の
は
社
会
的
治
癒
で
あ
る
、
と
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

分
子
標
的
薬
の
登
場

　

図
１
は
白
血
病
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
表
わ

し
た
模
式
図
で
す
。
細
胞
内
で
起
き
た
遺
伝
子

変
異
（
Ｂ
Ｃ
Ｒ‒

Ａ
Ｂ
Ｌ
）
に
よ
り
常
に
活
性

化
（
Ｐ
：
リ
ン
酸
化
）
さ
れ
た
Ａ
Ｂ
Ｌ
た
ん
ぱ

く
が
Ｃ
Ｍ
Ｌ
を
引
き
起
こ
す
わ
け
で
す
。
こ
こ

を
分
子
標
的
薬
（
グ
リ
ベ
ッ
ク
な
ど
）
が
く
っ

つ
い
て
活
性
化
し
な
い
よ
う
す
る
と
い
う
仕
組

み
で
す
。

　

分
子
標
的
薬
が
登
場
す
る
ま
で
Ｃ
Ｍ
Ｌ
は
造

血
細
胞
移
植
だ
け
が
唯
一
治
療
が
望
め
る
治
療

で
し
た
。
そ
れ
で
も
成
功
率
が
50
％
と
い
う
厳

し
い
も
の
で
し
た
が
、移
植
を
受
け
な
け
れ
ば
、

毎
日
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
注
射
を
し
て
も
３

年
か
ら
５
年
ほ
ど
で
急
性
転
化
を
起
し
て
し
ま

う
爆
弾
を
抱
え
て
患
者
さ
ん
は
生
活
し
て
い
ま

し
た
。
移
植
医
療
は
ド
ナ
ー
が
い
な
け
れ
ば
成

立
し
な
い
こ
と
よ
り
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
設
立
に

は
、
こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｍ
Ｌ
の
患
者
さ
ん
と
ご
家

族
の
貢
献
は
大
き
い
も
の
で
、
バ
ン
ク
設
立
を

待
て
ず
急
性
転
化
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
２
０
０
１
年

か
ら
分
子
標
的
薬
（
イ
マ
チ
ニ
ブ
）
が
登
場
し

て
、Ｃ
Ｍ
Ｌ
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
院
で
Ｃ
Ｍ
Ｌ
の
患
者
さ
ん
が
急
性

転
化
を
起
し
た
症
例
は
わ
ず
か
で
す
。（
図
２
）

分
子
標
的
薬
の
効
果
判
定

　

現
在
２
０
０
１
年
以
降
の
デ
ー
タ
集
積
の
結

果
、
分
子
標
的
薬
の
服
用
を
続
け
る
と
、
あ
る

割
合
で
治
療
（
服
用
）
を
止
め
て
も
Ｃ
Ｍ
Ｌ
が

再
発
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
（
無

治
療
寛
解
）。
も
ち
ろ
ん
止
め
て
も
よ
い
か
ど

う
か
は
個
々
の
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
を
し
っ
か

り
と
見
て
行
き
ま
す
。先
ず
は
血
液
学
的
寛
解
、

次
の
細
胞
遺
伝
学
的
完
全
寛
解
、
そ
し
て
血
液

に
含
ま
れ
る
遺
伝
子
変
異
（
Ｂ
Ｃ
Ｒ‒

Ａ
Ｂ
Ｌ
）

量
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
で
計
測
す
る
こ
と
で
、
分
子
遺

伝
学
的
効
果
の
判
定
に
至
る
と
い
う
次
第
で

す
。（
図
３
（
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
社
提
供
））

　

イ
マ
チ
ニ
ブ
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
全
て
の
Ｃ
Ｍ

Ｌ
の
患
者
さ
ん
が
経
口
薬
の
服
用
だ
け
で
仕
事

や
学
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
次
第
で

す
。
診
断
か
ら
服
用
を
続
け
て
い
れ
ば
普
通
の

暮
ら
し
が
で
き
る
の
が
分
子
標
的
薬
の
効
果
で

プロフィール
1983年名古屋大学医学部卒業。
名古屋第一赤十字病院、名古屋大学医学部付属
病院の血液内科で勤務。東北大学医学部血液免疫
科助教授、名古屋第一赤十字病院副院長を経て、
2021年 4月総合犬山中央病院副院長・血液内科
部長・総合診療科部長に就任。PCR法による微小
白血病遺伝子定量検査の研究がライフワーク。日
本血液学会認定血液専門医、日本内科学会総合内
科専門医。
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た
い
せ
つ
な
こ
と
は‘
患
者
さ
ん

と
一
緒
に
前
を
向
く
視
点
’

（
機
能
的
な
治
癒
か
ら
社
会
的
治
癒
へ
）
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す
。
し
か
し
注
意
が
必
要
な
の
は
、
自
分
の
判

断
で
服
用
を
止
め
る
と
急
速
に
白
血
病
細
胞
が

増
え
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
決
し
て
、
患
者

さ
ん
の
個
人
的
な
判
断
で
服
薬
を
中
断
す
る
こ

と
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。（
図
４
）

Ｃ
Ｍ
Ｌ
治
療
の
標
準
治
療

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
来
ま
し
た
よ
う
に
、
い
ま

や
分
子
標
的
薬
の
長
期
服
用
に
よ
っ
て
治
療
を

止
め
て
も
再
発
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
来
て
い

ま
す
。
た
だ
、
Ｃ
Ｍ
Ｌ
が
診
断
か
ら
あ
る
年
月

は
治
療
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｍ
Ｌ
と
診
断
さ
れ
た
患

者
さ
ん
に
た
て
ら
れ
る
治
療
目
標
で
す
。
先
ず

た
い
せ
つ
な
目
標
は
急
性
転
化
さ
せ
な
い
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
診
断
か
ら
で
き
る
だ
け
早

く
分
子
標
的
薬
の
服
用
を
開
始
し
ま
す
。（
図
５
）

　

診
断
か
ら
服
用
を
始
め
て
、
先
ず
短
期
（
半

年
間
）
の
目
標
を
立
て
ま
す
。
効
果
と
副
作
用

を
観
察
し
、
ど
の
分
子
標
的
薬
で
あ
れ
ば
長
期

に
服
用
し
て
い
け
る
か
を
こ
の
半
年
で
み
て
い

き
ま
す
。（
図
６
）

　

そ
し
て
長
期
目
標
へ
と
進
ん
で
行
き
ま
す
。

た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
ど
の
分
子
標
的
薬
を
選

ん
で
も
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
健
常
人
（
こ

れ
と
い
う
疾
患
が
無
い
ひ
と
）
と
同
じ
生
命
予

後
が
辿
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
２
年

ま
で
は
急
性
転
化
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
し
、

も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
分
子
標
的
薬
特
有
の
副

作
用
も
あ
り
ま
す
。
特
に
心
血
管
系
疾
患
の
リ

ス
ク
を
含
め
担
当
の
先
生
と
一
緒
に
観
察
を
続

け
な
が
ら
、
き
ち
ん
と
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
図
７
）

私
が
在
籍
中
の

日
赤
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
図
８
）

１
．
Ｃ
Ｍ
Ｌ
の
治
療
統
計
を
お
示
し
し
て
不
安

を
和
ら
げ
ま
す

　

確
定
診
断
が
つ
い
た
と
き
、
日
赤
で
は
先
ず

短
期
間
入
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
Ｌ
と

診
断
さ
れ
る
方
は
、
多
く
の
場
合
は
健
診
で
白

血
球
の
多
さ
な
ど
を
指
摘
さ
れ
た
だ
け
で
実
際

は
な
ん
の
症
状
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
血
液

の
専
門
科
で
「
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
で
す
」
と

診
断
を
告
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
変
な
衝
撃
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
過
去
の
治
療
統
計
か

ら
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
長
期
生
存
を
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

２
．
ご
家
族
と
一
緒
に
病
気
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
す

　

我
々
と
し
て
は
で
き
れ
ば
入
院
し
て
も
ら
い
、

お
金
の
問
題
、
短
期
間
、
長
期
間
の
治
療
の
予

定
、
薬
の
副
作
用
、
急
性
転
科
の
可
能
性
な
ど

を
、じ
っ
く
り
と
話
し
合
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、

医
療
側
は
医
師
だ
け
で
な
く
、
長
期
闘
病
を
支

え
る
看
護
師
や
長
期
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
外
来
担

当
者
な
ど
が
参
加
し
ま
す
。
家
族
も
一
緒
に
心

血
管
系
疾
患
の
予
防
の
た
め
に
禁
煙
な
ど
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
な
っ
た

患
者
さ
ん
も
多
く
い
ま
す
。（
図
９
）

３
．
最
初
の
お
薬
の
選
択

　

分
子
標
的
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
副
作
用
、
服

用
方
法
、
効
果
強
さ
に
差
が
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
す
。そ
し
て
患
者
さ
ん
の
お
話
を
聴
い
て
、

現
在
の
白
血
病
の
悪
性
度
、
患
者
さ
ん
の
心
血

管
疾
患
の
リ
ス
ク
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
丁

寧
に
聞
き
、
効
果
と
利
便
性
を
測
り
な
が
ら
上
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手
に
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
治
療
経
過
と
目
標

　

薬
を
き
ち
ん
と
服
用
す
る
こ
と
、
副
作
用
が

あ
れ
ば
す
ぐ
受
診
す
る
こ
と
、
自
分
で
デ
ー
タ

を
管
理
す
る
こ
と
を
中
心
に
上
述
の
短
期
・
長

期
の
治
療
法
を
お
話
し
、
治
療
の
目
標
は
５
年

か
け
て
投
薬
を
中
止
す
る
こ
と
を
こ
と
を
共
有

し
ま
す
。
最
後
に
可
能
性
は
低
い
が
、
急
性
転

化
と
移
植
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。（
図
１０
）

ま
と
め

Ｃ
Ｍ
Ｌ
の
二
つ
の
‘
治
癒
’

　

寛
解
か
ら
治
癒
へ
と
向
か
う
と
き
、
い
く
つ

か
の
治
癒
の
段
階
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ひ
と

つ
は
機
能
的
治
癒
で
、
こ
れ
は
身
体
的
な
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
深
い
寛
解
を
指
し
ま
す
。
次
に

社
会
的
治
癒
で
す
が
、
仕
事
や
地
域
活
動
に
そ

の
人
ら
し
く
参
加
で
き
て
、
将
来
に
向
け
て
の

保
険
に
も
加
入
で
き
る
、
社
会
が
認
め
た
治
癒

で
す
。（
図
１１
）

長
く
付
き
合
う
疾
患
と
し
て

　

分
子
標
的
薬
の
登
場
に
よ
っ
て
、
今
や
Ｃ
Ｍ

Ｌ
は
診
断
さ
れ
た
の
ち
に
長
く
付
き
合
っ
て
い

く
疾
患
と
な
り
ま
し
た
。で
す
か
ら
何
よ
り
も
、

疾
患
の
本
質
と
治
療
の
意
義
を
き
ち
ん
と
理
解

す
る
こ
と
が
本
当
に
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
主
治
医
と
の
連
携
が
深
ま
る
ば
か

り
で
な
く
。
我
々
医
師
も
学
び
、
よ
り
広
い
視

野
で
Ｃ
Ｍ
Ｌ
と
い
う
病
気
か
ら
の
解
放
に
結
び

付
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
分
子
標

的
薬
の
治
療
に
伴
う
副
作
用
が
出
現
し
ま
す
か

ら
、
そ
の
兆
候
を
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
て

担
当
の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
副

作
用
が
重
症
で
あ
る
場
合
は
薬
を
低
用
量
に
す

る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。
し
か
し
副
作
用
を

理
由
に
、
診
断
か
ら
早
い
時
期
に
長
期
に
中
止

す
る
こ
と
は
、
新
し
い
遺
伝
子
変
異
を
起
こ
す

確
率
を
高
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
５
年
以
内
の
投
薬
中
止
を
め
ざ
し

て
治
療
を
し
っ
か
り
と
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

（
図
１２
）

２
０
２
２
年
８
月
９
日

稲
葉
さ
ん
と
一
緒
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。宮村耕一先生（志聖会総合犬山中央病院副院長・血液内科部長）
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慢
性
骨
髄
性
白
血
病
（
Ｃ
Ｍ
Ｌ
）

患
者
・
家
族
の
会
「
い
ず
み
の
会
」

稲
葉
恵
美
さ
ん

も
ち
ろ
ん
、
び
っ
く
り
は
し
た
け
ど
…

　

生
後
３
ヶ
月
か
ら
始
ま
っ
て
人
生
の
半
分
ま

で
に
、
何
回
も
医
療
に
助
け
ら
れ
た
経
験
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
に
は
あ
と
で
ま
た
触
れ

ま
す
が
、
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
か
「
慢
性
骨
髄

性
白
血
病
で
す
」
と
診
断
さ
れ
た
と
き
、
た
だ

た
だ
頭
が
真
っ
白
、で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
よ
り
も
、
診
断
が
30
代
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
時
期
で
し
た
か
ら
、
聞
い
た
瞬
間
に
頭
の

中
心
で
ぐ
る
ぐ
る
回
り
出
し
た
の
が
、「
う
そ
ッ

⁉
仕
事
、
ど
う
し
よ
う
」
で
し
た
。
ち
な
み
に

私
は
管
理
栄
養
士
で
介
護
老
人
施
設
に
勤
め
て

お
り
ま
す
。（
図
１
）

仕
事
は
い
つ
で
も
辞
め
ら
れ
る

　

と
も
か
く
今
も
振
り
返
っ
て
言
え
る
こ
と

は
、「
白
血
病
と
言
わ
れ
た
ら
、
先
ず
落
ち
着
こ

う
」で
す
。
一
番
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、「
会
社
・

仕
事
は
い
つ
で
も
辞
め
ら
れ
る
」。も
ち
ろ
ん
私

も
診
断
名
の
白
血
病
を
上
司
に
伝
え
た
後
で
肩

を
叩
か
れ（
退
職
を
暗
示
さ
れ
）ま
し
た
。で
も
、

辞
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
慌
て
て
辞
職
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
体
調
が
落
ち
着
い
て
か
ら
‘
白

血
病
を
も
っ
た
ま
ま
再
就
職
す
る
’と
な
る
と
、

そ
の
方
が
と
て
も
厳
し
い
で
す
。
ま
ず
は
辞
め

る
こ
と
は
考
え
ず
、
本
当
に
自
分
の
判
断
で
仕

事
の
継
続
は
無
理
だ
と
な
っ
た
ら
、
辞
表
は
そ

の
時
に
出
せ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。（
図
２
）

　

Ｃ
Ｍ
Ｌ
診
断
の
き
っ
か
け
は
、
仕
事
中
に
貧

血
で
倒
れ
て
近
所
の
開
業
医
で
血
液
検
査
し
た

こ
と
か
ら
で
す
。
白
血
球
が
増
加
し
て
い
て
白

血
病
の
疑
い
で
日
赤
病
院
に
行
っ
て
確
定
診
断

と
な
り
ま
し
た
。う
ち
の
職
場
の
健
康
診
断（
一

般
健
診
）
に
は
白
血
球
数
の
検
査
が
含
ま
れ
て

な
か
っ
た（
35
歳
未
満
は
省
い
て
も
よ
い
の
で
）

ま
せ
ん
。

　

Ｃ
Ｍ
Ｌ
は
確
定
診
断
が
出
る
ま
で
少
し
時
間

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
も
そ
の
間
に
会
社
に
仕

事
に
行
っ
て
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
っ
そ
り
社
員

規
定
を
引
っ
張
り
出
し
て
き
て
、
病
欠
の
規
定

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し

た
。
そ
し
て
だ
い
じ
な
自
分
の
病
気
の
こ
と
は

し
っ
か
り
勉
強
し
、
少
し
ず
つ
理
解
を
進
め
ま

し
た
。

医
療
と
の
二
人
三
脚
の
始
ま
り

　

い
ま
病
気
に
つ
い
て
の
一
般
情
報
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
た
く
さ
ん
手
に
入
り
、
勉
強
で
き
ま
す
。
で

も
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
正
し
い
こ
と
か
ど
う

か
は
私
（
患
者
）
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
主
治
医
の
先
生
に
「
私
は
こ
う
い
う
ふ
う

に
理
解
し
ま
し
た
が
あ
っ
て
ま
す
か
」、「
会
社

に
こ
の
よ
う
に
説
明
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、

お
か
し
い
こ
と
な
い
で
す
か
」
な
ど
と
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
風
に
自
分
で

正
し
く
理
解
し
て
か
ら
、
会
社
と
働
き
方
の
交

渉
を
し
ま
し
た
。
会
社
側
に
、
病
気
と
治
療
に

つ
い
て
自
分
自
身
で
理
解
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
仕
事
で
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
、

仕
事
上
で
ぜ
ひ
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
等
を

伝
え
ま
す
。
さ
ら
に
会
社
側
が
私
に
対
し
て
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
そ
れ
を

納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
説
明
を
返
す
こ

と
。
そ
れ
ら
の
交
渉
に
、
主
治
医
の
先
生
と
共

有
で
き
て
い
る
情
報
が
と
て
も
役
に
立
ち
ま

す
。
つ
ま
り
自
分
の
病
気
と
治
療
に
つ
い
て

し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ
と
は
、
本
当
に
た
い
せ

つ
で
必
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

自
分
観
察
日
記

副
作
用
の
１

　

そ
れ
で
も
服
薬
開
始
後
に
働
き
出
し
て
み
る

と
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
Ｃ
Ｍ
Ｌ
は
「
こ
の

薬
（
分
子
標
的
薬
）
を
飲
ん
で
い
れ
ば
普
通
と

同
じ
生
活
が
で
き
ま
す
」
と
、
当
時
も
今
も
言

図１
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つばさ長崎フォーラムで経験口話　２０１９年１１月３０日

私
の
Ｃ
Ｍ
Ｌ
と
の
付
き
合
い
方

〜
診
断
か
ら
の
仕
事
と
生
活
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わ
れ
ま
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り
そ
こ
は
抗
が
ん
剤

で
す
か
ら
、
実
際
は
い
ろ
い
ろ
な
副
作
用
が
出

て
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
が
仕
事
し
て
い
く
中
で

辛
か
っ
た
で
す
が
一
番
を
あ
げ
れ
ば
倦
怠
感
で

す
。
本
当
に
体
が
だ
る
く
て
、
一
言
で
表
せ
ば

「
白
血
病
細
胞
と
一
緒
に
自
分
も
薬
に
や
ら
れ

て
い
る
」
み
た
い
な
感
じ
で
す
。
そ
れ
で
平
日

の
仕
事
は
と
し
ん
ど
く
て
、
休
み
の
日
は
と
に

か
く
そ
の
平
日
に
失
っ
た
体
力
を
し
っ
か
り
回

復
し
な
い
と
次
の
週
ま
た
仕
事
に
行
け
ま
せ

ん
。
週
末
は
気
分
転
換
に
出
か
け
た
い
け
ど
、

そ
れ
も
我
慢
す
る
し
か
な
か
っ
た
で
す
。（
図
３
）

副
作
用
の
２

　

ち
ょ
っ
と
男
前
の
主
治
医
（
治
療
開
始
し
て

最
初
の
頃
）
の
先
生
に
は
恥
ず
か
し
く
て
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
理
の
出
血
の
量
の
す
ご

さ
に
は
困
り
ま
し
た
。
と
も
か
く
え
げ
つ
な
い

く
ら
い
の
出
血
で
、
仕
事
中
で
あ
ま
り
頻
繁
に

ト
イ
レ
に
も
行
け
な
い
時
は
大
人
用
の
お
む
つ

を
こ
っ
そ
り
履
い
て
ま
し
た
。

副
作
用
の
３

　

な
ん
だ
か
地
味
に
じ
わ
じ
わ
と
出
て
き
た
副

作
用
に
脱
毛
が
あ
り
ま
す
。
分
子
標
的
薬
は
い

わ
ゆ
る
抗
が
ん
剤
み
た
い
に
は
脱
毛
し
な
い
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
も
な
い

で
す
。
私
の
髪
は
、
分
子
標
的
薬
を
飲
み
始
め

る
ま
で
は
ま
と
め
る
と
結
び
目
が
け
っ
こ
う
太

か
っ
た
の
が
、
今
は
細
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

パ
ー
マ
で
ウ
エ
ー
ブ
を
か
け
る
こ
と
で
普
通
の

量
に
見
せ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
副
作
用
も
含
め
て
の
観
察
日

記
で
、
服
薬
と
自
分
の
生
活
と
仕
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
比
べ
て
み
た
時
に
、
１
年
間
で
み

れ
ば
季
節
ご
と
に
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
、
仕
事
の
中
で
注
意
し
た
ほ
う
が
よ
い
こ

と
、
そ
の
仕
事
と
病
気
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
り
方
、
等
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

観
察
日
記
は
ど
の
疾
患
の
人
に
も
お
役
に
た
つ

と
思
っ
て
お
薦
め
で
す
。

病
気
と
人
生
の
こ
と

仕
事
編

　

治
療
は
先
生
と
相
談
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
す

が
、
人
生
は
誰
に
も
何
と
も
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。そ
こ
で
私
は
２
つ
目
標
を
つ
く
り
ま
し
た
。

一
つ
、
長
期
の
目
標
は
、
社
会
保
険
あ
り
の
会

社
の
窓
際
で
、
細
く
長
く
定
年
ま
で
働
い
て
平

均
寿
命
を
全
う
す
る
。
二
つ
、
で
き
る
だ
け
休

ま
ず
に
仕
事
に
行
く
。
例
え
ば
疾
患
の
状
態
で

は
、
白
血
病
細
胞
の
減
り
が
遅
く
て
途
中
で
は

１
回
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
も
聴
い
て
、
結
果
的
に
今
も

当
初
の
薬
か
ら
変
え
ず
に
来
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
が
冒
頭
に
書
い
た
「
経
験
」
で
す
が
、
20

代
の
と
き
仕
事
帰
り
に
意
識
を
失
う
ほ
ど
の
大

怪
我
を
し
た
事
故
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と

心
雑
音
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
怪
我
の
時
に

受
け
た
大
量
の
抗
生
剤
投
与
で
肝
炎
に
な
っ
た

の
で
、
分
子
標
的
薬
の
第
２
世
代
、
第
３
世
代

の
薬
の
副
作
用
が
強
く
出
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
不
安
と
で
、
最
初
に
登
場
し
た
分
子
標

的
薬
（
グ
リ
ベ
ッ
ク
）
を
そ
の
ま
ま
継
続
中
で

す
。
仕
事
を
休
ま
ず
に
行
け
て
い
る
こ
と
、
白

血
球
の
減
り
は
遅
い
し
途
中
で
増
え
た
け
ど
ま

た
下
が
っ
て
き
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い

る
な
ら
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
等

と
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
全
て
先
生
に
話
し

て
、
わ
が
ま
ま
を
通
す
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
先
生

と
一
緒
に
治
療
を
選
択
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
の
Ｃ
Ｍ
Ｌ
治
療
は
、
早
く
白
血
病
細
胞

を
減
ら
し
て
早
く
薬
を
や
め
る
の
が
一
般
的
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
私
は
元
来
、
早
く
、
早
く

と
い
う
の
が
す
ご
く
ス
ト
レ
ス
で
、
同
時
に
仕

事
を
優
先
し
た
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
折
々
に
先

生
と
あ
れ
こ
れ
相
談
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と

病
気
と
付
き
合
う
歩
き
方
を
選
ん
で
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
の
で
昇

進
し
て
給
料
を
増
や
し
た
い
志
向
は
一
般
通
り

に
あ
り
ま
す
。
た
だ
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
一
旦
保

留
し
た
と
し
て
、
別
に
諦
め
る
必
要
も
全
く
無

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
数
年
は
ど
う
し

て
も
治
療
を
優
先
し
て
、
体
の
状
態
を
良
く

持
っ
て
い
こ
う
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
で
も
そ

の
間
に
も
、
資
格
を
さ
ら
に
と
る
、
必
要
な
知

識
を
増
や
す
な
ど
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て

あ
と
は
で
き
る
範
囲
で
真
面
目
に
仕
事
を
し
て

い
れ
ば
、
同
期
か
ら
は
遅
れ
ま
す
け
ど
、
し
っ

か
り
見
て
く
れ
て
い
て
引
き
上
げ
て
も
ら
え
ま

す
。
ま
た
逆
に
全
く
違
う
方
向
に
進
ん
で
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
病
気
に
な
っ
た
こ
と
は
嬉
し

く
な
い
こ
と
で
す
が
、
仕
事
と
人
生
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う

意
味
で
は
、良
か
っ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
編

　

こ
の
病
気
の
場
合
、
薬
代
が
恐
ろ
し
く
高
い

で
す
。
Ｃ
Ｍ
Ｌ
に
な
る
と
誰
も
が
か
な
り
長
期

に
薬
代
を
支
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

図２
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ん
が
、
社
会
保
険
の
高
額
療
養
費
制
度
を
使
っ

て
も
年
に
数
十
万
単
位
必
要
で
す
。
そ
れ
で
誰

も
が‘
生
活
の
知
恵
’を
絞
り
ま
す
。
私
が
や
っ

た
の
は
、
そ
の
数
十
万
円
の
薬
代
を
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
払
い
に
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
稼
ぐ
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
調
剤
薬
局
で
な
ら

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
ポ
イ
ン
ト
も
貯
ま
る
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
で
買
い
物
、
ポ
イ
ン
ト
で
旅
行
す

る
等
な
ど
、
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ニ
ャ
ニ
ャ
す
る

く
ら
い
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
て
い
く
の
は
、
な

か
な
か
嬉
し
か
っ
た
り
し
ま
す
。

　

生
活
面
で
の
留
意
点
は
、
日
常
的
な
諸
注
意

で
す
。
白
血
病
が
基
礎
疾
患
で
す
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
初
め
感
染
症
全
般
が
怖
い

し
、
他
の
病
気
も
な
り
た
く
な
い
の
で
標
準
的

な
予
防
策
の
う
が
い
、
手
洗
い
は
励
行
で
、
栄

養
と
睡
眠
は
し
っ
か
り
と
っ
て
い
ま
す
。
白
血

病
以
外
の
が
ん
に
は
も
ち
ろ
ん
な
り
た
く
な
い

で
す
か
ら
、
婦
人
科
系
と
、
体
質
的
に
自
分
の

気
に
な
る
と
こ
ろ
の
検
査
は
毎
年
受
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
言
う
と
大
げ

さ
で
す
け
ど
、
遊
び
に
行
き
た
い
、
で
も
疲
れ

て
体
力
も
な
い
し
、
と
い
う
状
態
な
ら
出
か
け

な
い
こ
と
で
す
。
今
週
末
は
ど
う
し
て
も
出
か

け
る
用
事
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
週
は
残
業
し
な

い
、
家
に
早
く
帰
っ
て
、
家
に
帰
っ
て
も
あ
ま

り
家
事
は
し
な
い
で
早
く
寝
て
、
体
力
温
存
で

す
。
今
日
（
姫
路
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
で
）
も
、

そ
ん
な
感
じ
で
来
て
い
ま
す
。

主
治
医
と
た
い
せ
つ
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

長
期
闘
病
の
永
遠
の
テ
ー
マ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
の
闘
病
も
16
年
で
、
こ
れ
だ
け
長
い
と

主
治
医
の
先
生
が
何
人
か
変
わ
り
ま
し
た
。
同

じ
疾
患
の
ひ
と
達
か
ら
も
、【
先
生
が
変
わ
っ
た

時
に
】
状
態
が
落
ち
着
い
て
い
る
と
外
来
の
診

察
が
割
と
さ
ら
っ
と
終
わ
っ
て
し
ま
い
が
ち
な

の
で
、「
先
生
、
ち
ゃ
ん
と
私
の
こ
と
診
て
く
れ

て
い
る
の
か
な
」
と
い
う
よ
う
な
感
想
、
不
満

も
時
に
聞
き
ま
す
。
そ
れ
で
今
日
の
た
め
に
、

私
の
主
治
医
の
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
訊
い
て

き
ま
し
た
。

　

自
分
で
病
気
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
診
断
日
、
薬
剤
名
、
服
薬
量
、
飲
み

忘
れ
、
副
作
用
、
併
用
薬
、
Ｉ
Ｓ
の
通
知
く
ら

い
は
記
入
す
る
「
経
過
表
」
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
、
と
言
っ
て
ま
し
た
。【
最
初
】
の
診
察
の
時

に
そ
れ
を
持
っ
て
、「
こ
れ
ま
で
の
経
過
」
を
自

分
か
ら
説
明
す
る
と
、
先
生
か
ら
の
見
方
も
か

わ
り
ま
す
よ
、
と
の
こ
と
で
す
。
先
生
達
は
患

者
さ
ん
が
診
察
室
入
っ
た
瞬
間
か
ら
顔
色
と

か
、コ
ン
ニ
チ
ワ
と
い
う
声
の
ト
ー
ン
と
か
で

調
子
は
ど
う
か
な
、
と
い
う
ふ
う
見
て
く
れ
て

い
ま
す
。
一
方
私
と
し
て
は
、
診
察
室
に
入
っ

た
ら
、
今
日
先
生
の
ご
機
嫌
は
ど
う
か
な
、
す

ご
く
混
ん
で
る
し
、
忙
し
そ
う
だ
か
ら
今
日
の

質
問
は
１
個
だ
け
に
し
よ
う
、
と
か
、
あ
る
い

は
全
部
訊
い
て
帰
ろ
う
と
か
、
と
い
う
風
に
し

て
い
ま
す
。

患
者
会

　

Ｃ
Ｍ
Ｌ
に
な
っ
て
す
ぐ
に
先
生
か
ら
紹
介
さ

れ
て
、
患
者
会
「
い
ず
み
の
会
」
と
出
会
い
ま

し
た
。
最
初
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
で

た
く
さ
ん
の
情
報
が
当
時
も
今
も
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。
で
も
や
は
り
今
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
よ

う
に
臨
床
の
先
生
が
講
演
な
さ
る
機
会
で
あ
れ

ば
、
き
ち
ん
と
エ
ビ
デ
ン
ス
が
出
て
い
る
お
話

を
聴
け
ま
す
。
そ
れ
に
な
に
よ
り
Ｃ
Ｍ
Ｌ
の
よ

う
に
10
万
人
に
１
人
く
ら
い
の
病
気
で
は
、
病

院
に
行
っ
て
も
同
じ
病
気
の
人
が
い
な
い
こ
と

か
ら
、
と
て
も
孤
立
感
を
味
わ
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
も
患
者
会
に
行
け
ば
同
じ
疾
患
の
人

ば
か
り
で
す
か
ら
、
会
話
も
本
当
に
率
直
で
参

考
に
な
り
ま
す
。「
な
ん
か
先
生
に
不
具
合
に
つ

い
て
言
っ
て
も
、‘
そ
れ
は
副
作
用
じ
ゃ
な
い
’

と
か
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た
」「
え
？
私
も
そ
の
不図４

宮村先生 患者交流会 in 京都に講師としてご参加
右の横顔は稲葉さんの最大の理解者・お母さん

いずみの会のコア・メンバー
患者交流会 in 大宮（2022年 11月 19日）
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具
合
あ
る
け
ど
？
」「
私
も
あ
る
」
み
た
い
に
、

実
感
で
話
せ
て
、
そ
れ
で
も
ら
え
る
元
気
は
す

ご
く
貴
重
で
す
。
い
ま
は
当
時
よ
り
も
さ
ら
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
発
達
し
て
、
そ
の
中
で
完
結
し
て
し

ま
う
こ
と
も
増
え
ま
し
た
け
ど
、
で
も
リ
ア
ル

な
講
演
も
あ
る
交
流
会
で
あ
れ
ば
正
し
い
こ
と

を
学
べ
て
、患
者
同
士
顔
を
見
て
つ
な
が
れ
る
。

そ
う
い
う
場
所
は
ほ
ん
と
う
に
大
せ
つ
で
、
誰

か
が
続
け
て
い
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
想
い
も
あ
っ
て
、
今
は
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
「
い
ず
み
の
会
」
の
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。

（
図
４
）

大
好
き
な
先
生
と

二
人
三
脚
で

　

あ
れ
か
ら
16
年
。
た
く
さ
ん
の
出
会
い
、
ご

縁
で
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
て
今
日
に
至
り
ま

し
た
。
今
の
主
治
医
の
宮
村
先
生
は
名
古
屋
第

一
赤
十
字
病
院
で
私
の
４
人
目
に
担
当
に
な
っ

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
で
す
。
先
生
が
現
在
の
犬

山
総
合
病
院
に
移
ら
れ
た
の
を
機
に
、
私
も
先

生
に
付
い
て
い
っ
て
そ
ち
ら
の
外
来
に
通
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
先
生
と
の
ご
縁
に
も
感
謝
し

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
ゆ
っ
た
り
闘
病
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

主
に
２
０
２
２
年
７
月
２３
日

つ
ば
さ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
姫
路
で
収
録

語
り
合
い
な
が
ら
、
犬
山
散
策

　

犬
山
駅
か
ら
病
院
ま
で
向
か
い
な
が
ら
、
そ

し
て
先
生
の
執
務
室
で
お
話
を
伺
い
な
が
ら

も
、稲
葉
さ
ん
は
終
始
笑
顔
で
ご
機
嫌
で
し
た
。

大
好
き
な
先
生
に
会
え
て
ゆ
っ
く
り
お
話
し
で

き
る
…
、そ
ん
な
想
い
を
温
か
く
感
じ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
診
断
か
ら
こ
こ
ま
で
の
折
々
、
悩
ん

だ
り
苦
し
ん
だ
り
し
た
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
は

ず
。
そ
れ
で
も
一
人
の
Ｃ
Ｍ
Ｌ
患
者
と
し
て
、

宮
村
先
生
以
前
の
主
治
医
の
先
生
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
た
い
せ
つ
に
し
て
き
て

こ
そ
の
今
の
ゆ
と
り
、
長
期
闘
病
の
誰
も
が
こ

ん
な
時
間
を
持
て
た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま
し

た
。

犬山城散歩。階段上に宮村先生と稲葉さん　2022年 8月9日犬山城から大井川を望む稲葉さんと橋本（撮影・宮村先生）
2022年 8月9日

犬山総合病院の玄関で、稲葉さんと宮村先生
２０２２年秋
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骨髄異形成症候群（ＭＤＳ）
地域医療と在宅輸血、疾患解明と治療法開発の最前線

セミナー・骨髄異形成症候群/急性骨髄性白血病　
つばさチャンネルで配信中　https://www.youtube.com/channel/UCiHgaJ-gOcMlenYixI-OtcQ
9月3日（土）　14時～17時　会場＆WEB参加 ハイブリッド型
血液疾患の骨髄性腫瘍（骨髄異形成症候群と急性骨髄性腫瘍）の基本解説、各疾患の治療の現況、長期闘病に必要な在宅輸
血を学び・考えました

座長・講演　ＭＤＳとＡＭＬはどのような疾患か ………………………………………… 長崎大学病院 血液内科　宮﨑泰司先生

講演 骨髄異形成症候群の治療 ………………  日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 血液内科　森下喬允先生
 急性骨髄性腫瘍の治療 …………………………………………………………   弘前総合医療センター　山口公平先生
 訪問診療と在宅での輸血 ………………………………………………   トータス往診クリニック院長　大橋晃太先生

質疑応答、Comments ……………………………………………………………………… がん相談ホットライン　荒木光子さん

一社法人ＭＤＳ連絡会/ＭＤＳ財団/つばさ共催：MDSフォーラム
骨髄異形成症候群（MDS）の疾患解明と治療法開発の最前線を学ぶ
つばさチャンネルで配信中　https://www.youtube.com/channel/UCiHgaJ-gOcMlenYixI-OtcQ
11月5日（土）　会場＆WEB参加 ハイブリッド型
　MDSの疾患解明の最前線、治療法や新規治療法の開発の現況を学びました。

座長・講演　新規治療薬剤の開発動向 ……………… 長崎大学病院 血液内科/長崎大学原爆後障害医療研究所　宮﨑泰司先生

講演 疾患解明の現況 ………………………………………………  京都大学大学院医学研究科 腫瘍生物学　牧島秀樹先生
 新たな国際予後予測とMDSの新分類 ………………………… 東京大学医科学研究所 血液腫瘍内科　南谷泰仁先生
 世界の治療動向について ………………………………………………………………  Professor　Moshe Mittleman
 治療成績の向上 …………………………………………………………  NTT東日本関東病院 血液内科　臼杵憲祐先生

治療経験 ………………………………………………  一社法人MDS連絡会理事/前MDS連絡会代表　星崎達雄さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人つばさ理事　後藤千英さん
Message ……………………………………………………………………………………   ＭＤＳ Foundation Ms. Lea Harrison

※当日配布されたMDS財団提供の資料があります。ご希望の方はつばさ（03-3203-2570またはstaff@tsubasa-npo.org）
　にご連絡ください。3冊同封送付手配料　1,000円（振込用紙封入）
　『自分のMDSを理解する‐自分のスコア、サブタイプおよび変異型を知る』日本語
　『骨髄の役割』日本語
　『希望の積み木　‐MDSと共に生きる患者と家族のために』（表紙のみ英語・中は全て日本語）

日本血液学会公開シンポジウム
NPO法人白血病研究基金を育てる会動画配信用URL　https://www.youtube.com/@npo4751
10月16日（日）福岡サンパレス 2階 パレスルーム　（11会場）
第１部 「新型コロナ禍におけるボランティア活動―情報共有で支え合い・分かち合い」　司会・小川公明さん
第２部 「血液がんの長期闘病と在宅・地域医療」　司会・橋本明子

　血液疾患の患者さんへの在宅輸血やケア、基幹病院と連携する地域医療についてお話いただきました。

講演　地域連携へ向けての新たな取り組み ………………… トータス往診クリニック院長/血液在宅ねっと　大橋 晃太先生
 血液疾患の訪問診療及び在宅輸血 …………………………………………………… 赤坂クリニック院長　赤坂浩司先生
　　　ＩＣＴを利用した二人主治医制のかたち ………………………………………………   和歌山県立医科大学　西川彰則先生

　2022 年も定例フォーラムや地方でのフォーラム・セミナーでＭＤＳについてたくさんの学びがありました。9月と11月に
はＡＭＬと共にＭＤＳの特集セミナーが開催され、10月には日本血液学会公開シンポジウム・第 2部で在宅輸血とケアの現
況をお聴きしました。
　また休眠していたMDS連絡会が一般社団法人として再出発の準備が進められていますので、次ページにご紹介します。
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♧MDS連絡会、再スタート

疾患名‘ＭＤＳ（骨髄異形成症候群）’を広く社会に知ってほしい。それがＭＤＳ連絡会の願いの1つです。そして
多くの方々の理解と協力のもと医・薬と連携し、疾患本体の解明や治療法・治療薬開発やいま闘病中の患者
さんにとってたいせつな医療などの情報を共有していきます。
　2023年は日本の各地で、MDS治療の現況や在宅医療・輸血についてセミナーを開催していきます。

疾患名‘ＭＤＳ（骨髄異形成症候群）’を広く社会に知ってほしい。それがＭＤＳ連絡会の願いの1つです。そして
多くの方々の理解と協力のもと医・薬と連携し、疾患本体の解明や治療法・治療薬開発やいま闘病中の患者
さんにとってたいせつな医療などの情報を共有していきます。
　2023年は日本の各地で、MDS治療の現況や在宅医療・輸血についてセミナーを開催していきます。

一般社団法人骨髄異形成症候群（MDS）連絡会：ＭＤＳ Round Table一般社団法人骨髄異形成症候群（MDS）連絡会：ＭＤＳ Round Table

ぜひ知ってほしい
骨髄異形成症候群（MDS）のこと

MDS Round table
起ち上げメンバー

星崎達雄星崎達雄
最初の診断から15年。いまも闘病
しながらですが、皆さんに支えら
れながらＭＤＳの解明、治療法開
発の研究支援などを目的にMDS
連絡会の再出発に参加します。

樋口大悟樋口大悟
急性骨髄性白血病からMDSに
なって、非血縁造血幹細胞移植
を受けました。社会にMDSのこ
とをもっと知ってもらいたい、治
る疾患になるよう研究が進んで
ほしいと心から願っています。

問い合わせ：NPO法人血液情報広場・つばさ　03-3207-8503　月～金 12時～17時

橋本明子橋本明子
星崎さんや樋口くん、そして日本
中・世界中の仲間達と連携して、
MDSの解明とより良い治療法開発
への期待の輪を広げていきます。
あなたも是非、この輪にご参加くだ
さい。

より良い闘病のための治療法が開発されることと、
MDSがより多くの人に理解されて支援されるようあな
たもMDS Round Tableの一脚に座ってください。

参加費　3,000円
口座　　振替口座を準備中

口座 銀行口座、
　　　振替口座を
　　　準備中

ご寄附についての
お問い合わせ
03-6273-8077
office@giamdsrenrakukai.org

◎9月3日（土）　
 つばさ特集セミナー
 「MDS/AML」に参加
◎11月5日（土）　
 共催フォーラム
 「骨髄異形成症候群」
共催：MDS連絡会・つばさ・
　　 MDS財団

寄附口座2022年内の啓発活動サポーター募集

お住いの近くの在宅輸血について、以下をご参照ください。
血液在宅ねっと https://hemato-homecare.net/adviser/
世話人 大橋晃太先生　トータス往診クリニック院長（東京・狛江市）、ほか
大橋先生 「自分自身もMDSのサバイバーでもあり、患者様の願いが叶うような在宅医療 / 地域医療の実現

を目指しています」
※他に、現在の在宅輸血実施施設（エリア）、在宅ねっと・顧問の先生方一覧等掲載
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6月11日（土）　定例フォーラム　血液疾患
～基本をおさえよう、なんでも訊こう
※YouTubeつばさチャンネルで配信中
会場　フクラシア八重洲
座長　東京慈恵会医科大学 腫瘍・血液内科 矢野真吾先生
総合司会　NPO法人血液情報広場・つばさ　橋本明子
講演：内田直之先生（虎の門病院）/清水 啓明先生（がん・感染
症センター 都立駒込病院）/齋藤 健先生（東京慈恵会医科大学
附属病院）/高久智生先生（順天堂大学医学部附属順天堂医院/石
田禎夫先生(日本赤十字社医療センター)/伊豆津宏二先生（国立
がん研究センター中央病院）/富澤大輔先生（国立成育医療研究
センター小児がんセンター）
経験講話：宮城順さん（小児CML）/吉村美恵子さん（CML）
/齊藤治夫さん（CLL）

7月23日（土）　フォーラムin姫路　血液疾患
～より良い治療とより良い治癒～
※YouTubeつばさチャンネルで配信中
会場　アクリエ姫路
座長　国立病院機構 大阪医療センター 血液内科 柴山浩彦先生
総合司会　NPO法人血情報広場・つばさ　橋本明子
講演：柴山浩彦先生/岡田昌也先生（兵庫医科大学病院）/
村山徹先生（兵庫県立がんセンター）/三澤眞人先生（赤穂中央
病院）/渡邊光正先生（尼崎総合医療センター）/平松靖史先生
（姫路赤十字病院）/上田周二先生（兵庫県立西宮病院）/小山泰司
先生（神戸大学医学部附属病院）
経験講話：加治由佳子さん（MDS）/稲葉恵美さん（CML）/
宮城 順さん（小児CML）

8月27日（土）　NPO法人つばさ・ヤンセンファーマ株式会社
共催WEBセミナー　血液がんを学ぶ
～多発性骨髄腫・医療者とのコミュニケーション～
司会進行　NPO法人血液情報広場・つばさ　橋本明子
講演　JCHO九州病院 血液・腫瘍内科 診療部長 小川亮介先生
パネリスト　小川亮介先生/柴田佐知子さん（骨髄腫患者と家族
の会福岡オリゾン 代表）

9月3日（土）　特集セミナー　骨髄異形成症候群/急性骨髄性
白血病～より良い治療、より良い闘病のために～
※YouTubeつばさチャンネルで配信中
会場　フクラシア八重洲
座長　長崎大学病院 血液内科 宮﨑泰司先生
総合司会　NPO法人血情報広場・つばさ　橋本明子
講演：宮﨑泰司先生/森下喬允先生（日本赤十字社愛知医療
センター名古屋第一病院）/山口公平先生（独立行政法人 弘前
総合医療センター）/大橋晃太先生（トータス往信クリニック）
Comment　荒木光子さん（がん相談ホットライン）

9月17日（土）　特集セミナー　造血細胞が創る新しい医療
～Design the future of HCT～
※YouTubeつばさチャンネルで配信中
会場　フクラシア八重洲
総合司会　NPO法人血情報広場・つばさ　橋本明子
講演　岡本真一郎先生（慶應義塾大学病院）/小川みどりさん
（公益財団法人日本骨髄バンク）/松田春菜さん（公益財団法人
日本骨髄バンク）/山本 京さん（チーム血液がんサバイバー＆
会社員）/笠原千夏子さん（骨髄バンク長野ひまわりの会）

10月1日（土）　特集セミナーin京都　リンパ性腫瘍
～基本をおさえよう、なんでも訊こう～
※YouTubeつばさチャンネルで配信中
会場　京都リサーチパーク
座長　京都第二赤十字病院 血液内科 魚嶋伸彦先生
総合司会　NPO法人血情報広場・つばさ　橋本明子
講演　志村勇司先生（京都府立医科大学附属病院）/内山人二
先生（京都第一赤十字病院）/隄 康彦先生（京都第二赤十字病院）
/進藤 岳郎先生(京都大学医学部附属病院)/大杉夕子先生（兵庫
医科大学病院）
経験講話　北村拓也さん（ALL、新潟リハビリテーション大学
理学療法学専攻）/齊藤治夫さん（CLL、社労士）

11月5日（土）　一社法人MDS連絡会/MDS財団/NPO法人
つばさ共催セミナー　骨髄異形成症候群（MDS）
～疾患解明と治療薬開発の最前線を学ぶ～
※YouTubeつばさチャンネルで配信中
会場　フクラシア八重洲
座長　長崎大学病院 血液腫瘍内科/長崎大学原爆後障害医療
　　　研究所 宮崎泰司先生
総合司会　NPO法人血液情報広場・つばさ　橋本明子
講演　宮﨑泰司先生/牧島秀樹先生（京都大学大学院医学研究科）
/南谷泰仁先生（東京大学医科学研究所）/臼杵憲佑先生（NTT
東日本関東病院）/Dr. Moshe Mittleman(イスラエル)
経験講話　星崎達雄さん（一社法人MDS連絡会、前MDS連絡会）
/後藤千英さん（つばさ理事）
Message　Lea Harrisonさん(MDS財団プロジェクトマネー
ジャー)

2023年
つばさ主催・共催セミナー

7月22日（土）　定例東京フォーラム
会場　汐留ビジネスフォーラム（新橋）
座長　虎ノ門病院 血液内科内田 直之先生

8月5日（土）　フォーラムin福井
会場　福井商工会議所
座長　福井大学医学部血液・腫瘍内科 山内高弘先生

ほか、各地での開催を企画中です。

2022 年　
つばさ主催・共催セミナー

Newsletter ひろば　□　2022 年 12 月　　36



　この薬さえ服用していれば、勉強も仕事も地域活動も続けられる。2001年に日本でも使えるようになった分子標的薬によって、血液がん闘病
の様相が大きくかわりました。しかしやがて、薬代の高さのために「これを服用していれば働ける、というよりも、働かなければ薬が買えない」
困難さを訴える声が広がりました。そこで、製薬企業の提案・資金拠出をつばさが受けて、2010 年に開始したのが‘つばさ支援基金’でした。
おかげさまでほぼ 5 年間、助成を続けることができました。
　その後は大型の資金拠出はありませんが、「この支援の灯を消さないで、できれば再興して」という優しい声に支えられ、少しだけ助成も実
行しながら今に至りました。
　2001年以降は他にもたくさんの血液がん治療薬が開発されて、血液がん全体が長く付き合う疾患になって、それは本当に嬉しい事実です。
だからこそ、長く往く道の角々に共助の温かい明かりを灯したい。2023 年に向けたつばさ支援基金の願いです。

つばさ支援基金 ―23年の助成に向けて

2022年 6月 19日～ 2022年 12月 9日

◆寄附名簿　本当にありがとうございます。
前号までの記載漏れ
ホツタ　マサル

待山　圭子
石川　淳子
岩崎　章子
下田　智子
平井　芳樹
鈴木　紀久子
宮川　亜希子

笠間　雄造
小林　宣子
金子　靖子
鈴木　利明

敬称略で失礼いたします。

◆支援基金　口座のご案内

振込口座

三井住友銀行　高田馬場支店
普通口座　４５８６３１４
口座名　特定非営利活動法人血液情報広場・つばさ

郵便振替口座

口座番号　００１６０－８－７６３６２５
口座名称　つばさ支援基金

NPO 03-3207-8503
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つばさの正会員
会費　１万円
○　総会に出席し事業計画について発言する権利を有します
○　総会では事業計画と予算、事業報告が提出されます
○　正会員で総会欠席者には、総会で承認された事業計画と予算が送られます

郵便振替口座：００１９０－６－３７００７８　加入者名　特定非営利活動法人　血液情報広場・つばさ
銀行口座：東京三菱UFJ銀行　市川駅前支店　普通　３８１２１０９（トクテイヒエイリ　ケツエキ　ツバサ）

※お名前と連絡先が明記される郵便振替が助かります。銀行が便利な方はお振込み後にぜひご一報ください。

※郵便口座振込の場合
　・正会員登録完了通知書をお送りします。通知書の発行をもって会員手続き完了となります。

※銀行口座振込の場合
　・  お名前・ご住所・連絡先お電話番号をメールまたはFAXでつばさ事務局までお知らせください。正会員登録完了通知書をお送りします。
通知書の発行をもって会員手続き完了となります。

お申込み・お問い合わせ先
　特定非営利活動法人血液情報広場・つばさ
　〒162‐0041　東京都新宿区早稲田鶴巻町533　早稲田大学前郵便局々留　
　staff @tsubasa-npo.org　03-3207-8503（月～金　12時～17時） 03-3203-2570（Fax）
　※7月発送同封振込用紙で、既に今期分をお支払いいただいている方、ありがとうございます。二重にならないようご注意ください。

つばさの正会員
─2022年度（2022 年 6月～ 2023 年 5月）の正会員・募集中

つばさは、医療や創薬の「いま」の情報を、血液がん・小児血液腫瘍と向き合っている人々に真っすぐに届けた
い、と願って活動しております。フォーラムやセミナーの開催、Newsletterひろばの発行の支え手・正会員への
ご登録を心からお願い申し上げます。 橋本明子

エ
ー
ル
だ
け 

橋
本 

明
子

　

お
子
さ
ん
が
小
児
が
ん
を
経
験
し
た
友
人
が
私

に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
お
一
人
が
、「
辛
い

…
」と
掲
題
に
書
い
て
送
っ
て
く
れ
た
メ
ー
ル
は
、

ど
な
た
か
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
さ
れ
た
ら
し
い
一
文

の
写
し
で
し
た
。

「
成
人
で
は
患
者
さ
ん
ご
本
人
も
家
族
も
共
に
支

援
活
動
や
要
望
活
動
に
関
わ
っ
て
い
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の
と
同
様

に
、小
児
が
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患
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ご
本
人
が
親
御
さ
ん

と
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緒
に
も
っ
と
前
面
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れ
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ど
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」。

　

友
人
が
こ
の
投
稿
文
を
直
接
読
ん
だ
の
か
、
あ

る
い
は
同
じ
よ
う
に
小
児
が
ん
経
験
の
子
を
持
つ

親
同
士
で
転
送
し
あ
っ
た
も
の
な
の
か
不
明
で
す

が
、
友
人
の
メ
ー
ル
の
本
文
に
は
「
こ
ん
な
こ
と

書
か
れ
ち
ゃ
っ
た
（
泣
）」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

投
稿
者
は
成
人
で
が
ん
経
験
を
し
て
、
患
者
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
で
活
躍
中
。
な
の
で
「
小
児
が

ん
経
験
者
本
人
が
前
面
に
出
て
参
加
し
て
く
れ
れ

ば
、
小
児
領
域
も
含
め
た
医
療
・
福
祉
の
環
境
は

も
っ
と
早
く
良
く
な
る
」と
求
め
て
い
る
様
子
で
す
。

　

小
さ
な（
生
ま
れ
た
て
の
子
だ
っ
て
い
る
）、
あ

る
い
は
思
春
期
の
未
熟
な
心
身
に
と
っ
て
、
が
ん

治
療
の
な
ん
と
厳
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
り
が

た
い
こ
と
に
近
年
は
、
少
し
で
も
悪
影
響
が
残
ら

な
い
よ
う
に
カ
バ
ー
し
つ
つ
治
療
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す（
本
紙
12
ペ
ー
ジ
の
富
澤
先
生
の
項
、

あ
る
い
は
２
２
０
７
号
で
紹
介
の
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最
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サ

ポ
ー
ト
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藤
聡
美
さ
ん
）
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又
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り
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児
が
ん
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療
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ょ
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傍
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で
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「
病
気
に
し
ち
ゃ
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た
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責
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け
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す
。

　

成
人
で
の
が
ん
治
療
も
同
じ
く
軽
く
は
な
く
、

罹
患
に
よ
っ
て
人
生
の
予
定
、
身
体
の
一
部
、
貴

重
な
時
間（
年
月
）、
と
き
に
人
間
関
係
も
失
い
ま

す
。
子
の
小
児
が
ん
闘
病
を
見
守
っ
た
（
そ
の
後

を
見
守
っ
て
い
る
）
親
も
、
と
き
に
人
間
関
係
の

一
部
を
失
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
普
通
の
お
つ
き
あ

い
が
続
か
な
い
か
ら
で
す
。
伴
侶
、
親
、
き
ょ
う

だ
い
の
闘
病
に
伴
走
し
た
家
族
も
や
は
り
多
く
を

失
い
ま
す
。

　

し
か
し
幼
い
・
若
い
が
ん
患
者
（
も
ち
ろ
ん
成

人
で
も
）
が
耐
え
た
治
療
は
、
次
の
治
療
成
績
向

上
に
貢
献
し
ま
す
。
治
療
中
や
そ
の
後
の
出
直
し

の
時
期
に
医
療
・
当
事
者
・
支
援
者
と
交
わ
し
た

語
り
合
い
・
分
か
ち
合
い
の
余
韻
は
、
ま
ち
が
い

な
く
日
本
の
医
療
文
化
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
小
児
・
青
年
期
の
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー

が
懸
命
に
そ
の
後
を
生
き
る
道
程
で
は
、
ど
ん
な

に
寡
黙
で
も
そ
の
陰
影
深
い
生
き
方
は
周
囲
に
た

く
さ
ん
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
続
け
ま
す
。

　

先
の
投
稿
者
さ
ん
は
、
ご
自
身
が
苦
し
い
が
ん

闘
病
を
通
し
て
感
じ
た
必
要
性
を
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

活
動
へ
と
転
換
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

に
違
い
な
く
、
や
は
り
そ
の
社
会
的
メ
リ
ッ
ト
を

思
え
ば
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
る

い
は
、
だ
か
ら
こ
そ
、「
心
豊
か
に
幸
福
で
あ
れ
」

と
祈
る
エ
ー
ル
だ
け
を
送
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
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◆つばさ寄付者名簿
2022年 6月 19日～ 2022年 12月 1日

つばさへのご寄附、
いつも本当にありがとうございます。

キシモト ヨウコ
杉原　大輔
山際　世紀子
長谷川　妙子
酒見　正由
荒木　光子
町田　薫
牛尾　登美
北村　生夫
林 康子
三澤 眞人

前田 朋子
下田　智子
赤坂クリニック　
新田　義文
宮川　亜希子
笠間　雄造
木野　豪
後藤　雄子
前田　和治
宮﨑 泰司
大橋 晃太

本田　小枝子
宇野　由里子
梅田　恵子
加納　孝幸
山野上　喜美恵
鳴海　久代
吉田　文紀
高橋　仲美
北川　誠
星崎　達雄
岡田 義昭・元子

牧島 秀樹

姫路フォーラム参加者有志
京都特集セミナー参加者
有志

ほかに匿名希望の方々、
また複数回の方がおられ
ます
敬称略で失礼します

つばさの振込先
・郵便局　００１９０－６－３７００７８
・銀　行　三菱UFJ 銀行市川駅前支店（普通）３８１２１０９

発行・編集

特定非営利活動法人　血液情報広場・つばさ
代表：橋本明子
編集協力：大原純子　佐々木まなつ
技術協力：マルコテクノロジー株式会社

〒 162-0041　東京都新宿区早稲田鶴巻町５３３
　 早稲田大学前郵便局々留
電  話：０３－３２０７－８５０３
　　　　　（月～金　12 時～ 17 時）
メール：staff @tsubasa-npo.org
U R L： http://tsubasa-npo.org/

ご寄付等振込先
・郵便局　００１９０－６－３７００７８
・銀　行　三菱UFJ 銀行市川駅前支店（普通）３８１２１０９
賛助・法人会費：一口　50,000 円
ご寄附：金額はおいくらでも嬉しいです。
会　期：６月～５月
賛助企業：大原薬品工業株式会社、ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社、
 ノバルティスファーマ株式会社、アッヴィ合同会社、協和キリン株式会社、
 武田薬品工業株式会社、アムジェン株式会社、ヤンセンファーマ株式会社、
 大塚製薬株式会社、日本新薬株式会社、中外製薬株式会社、
 シンバイオ製薬株式会社、富士製薬工業株式会社、ジェンマブ株式会社、
 アストラゼネカ株式会社、アステラス製薬株式会社
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共に明日へ広報のページ
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